











ロー ド の 方 法 


1 、 本 体 、 デ ィ ス プレ イ の 電源 を 入れ ます 。 
2、 ラ ベル に ディ スク 1 と 書い て ある ディ スク を ドラ イブ 1 に 入れ ます 。 
ラベ ル に ディ スク 2 と 娠 いて ある ディ スク を ドラ イプ 2 に 入れ ます 。 
3、 リ セッ ト ボ タン を 押し ます 。 デ ィ ス ク が 回 転 し た の ち 、 自 動 的 に プロ グラ 
ム が ロー ド さ れ ま す 。 


注 :1、PC980 1 の 方 は 384KB 以 上 の メモ リ が 必要 で す 。 

2、 デ ィ ス ク 1 に は プロ テク トシ ー ル は 貼 つ て いま せん 。 こ れ は 、 デ ー タ を 
セー プ す る た めで す の で 、 デ ィ ス ク 1 に は プロ テク トシ ー ル を 貼ら な いよ 
うに 願い ます 。 

3、 ゲー ム を や め る 場合 は ディ スク が 回 転 し て いな い 時 に ディ スク を 抜い て 
くだ さい 。 

4、PC9801 の 方 で NEC 純 正 サ ウン ド ボ ー ド を 装着 の 方 は 音楽 が 自動 
的 に 出る よう に な っ て いま す 。 装着 し て いる の に 音楽 が 出 な いと いう 方 は 
次 ペー ジ を お 読み くだ さい 。 

5、 万 一 ディ スク が 作動 し な い 場 合 は 、 下 記 の ディ ッ プ スイ ッ チ を 参照 し て 
くだ さい 。 

SW1 10000001 
SW2 00110000 
SWS 00000000 
注 :0=OFF 1=ON 
サウ ンド ボー ド 装 着 の 方 は SW2 の 5 が ON (1) と な り ま す 。 


PC980 1 の 方 で NEC 純 正 サ ウン ド ボ ー ド を 実装 中 の お 客 様 へ 


サウ ンド ボー ド を 実装 し て いる の に 音楽 が な ら な いと いう お 便り を し ば し ば い 
た だ いて お り ま す 。 
この 場合 、 ご 面倒 で も 下記 の こと を 実施 くだ さい 。 


1 、 デ ィ ッ プス ィ ッ チ 2 の 5 を ON (下向き ) に する 。 
2、 ユ ー テ ディ リティ ディ スク (シス テム ディ スク の 場合 や あり ます ) を 立ち 上 げ 
る 。 

(1) load”"menu”" run 

(2) "メモ リス イッ チ の 設定 ” を 選択 return 

(3) ” 拡張 ボード” を 選択 return 

(4) "サウ ンド ボー ド ” を (使う) に する return 

(5) ESC キ ー を 押す 

(6) "終了 を 選択 return 

(7) リセ ッ ト す る 


以上 の 動作 を 行っ た 後 、「 西 国 の 主 者 」 を ブレ イ し て いた だ けれ ば 音楽 が な り 
ます 。 
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は じ め に 


城 シ リー ズ 第 二 弾 「 西 国 の 難 者 」 は 、 前 作 「 信 玄 」 の 西国 版 で す 。 

「 信 玄 」 で お 客 様 か ら た くさ ん の ご 注文 を いた だ きま し た 。 そ の 主 な も の を 列 
演 し ます と 、 次 の と お り で す 。 

1 、 コ マン ド が 少な い 。 

2、 武 将 の 要素 が 少な い 。 

3、 シ ナリ オ が 1 つ し か な い 。 

4 、 信 玄 が 移動 で き な い 。 

ら 、 外 交 が な い 。 

6 、 意 外 性 が な い 。 

7、 セ ー プ 機能 が 1 つ し か な い 。 

お 客 様 の ご 注文 は ども っ と も な ば か り で 、 多 い に 反 省 さ せら れ ま し た 。 

今回 、「 西 国 の 記者 」 を 作る に あたっ て 、 上 記 項 目 を 全部 取り 人 人 れ ま し た 。 
そう し て 更に 、 第 二 部 を 設定 し 、 海 戦 を あら た に 加え 、 妨 者 、 影 武者 、 ト ン ネ 
ル 合 戦 な ども ろ も ろ の 要素 を 取り 入れ 、 意外 性 と ポ ギャグ な ども むる 盛り 込ん で み ま し 
7 も 

どう ぞ 、 ソ フト プラ ン の 自信 作 「 西 国 の 社 者 」 を 存 分 に プレ イ し て いた だ けれ 
ば 幸い で す 。 


第 一 章 ゲー ム の 構成 


1 、 ゲ ー ム の 設定 

ゲー ム は 天文 19 年 (1550 年 ) か ら 始ま り ま す 。 

この 頃 は 、 地 方 の 有力 な 豪族 、 国 恨 達 が 地方 の 虹 権 を めざし た 戦国 真っ 盛り 
の 時 代 で す 。 

ゲー ム は 、 舞 台 を 中 国 、 四 国 、 九 州 に し ぼっ て いま す 。 

実際 の 西国 に お ける 実力 大 名 達 は 、 毛 利 、 尼 子 、 大 内 、 長 宗 馳 部 、 大 友 な ど 
で し た 。 ゲ ー ム は 、 こ れ に 村上 水軍 を 加え た 6 大 名 が 汗 い ます 。 

合戦 し て 、 城 を 奪い 、1 つ 1 つ 領 地 を 増やし て いき ます 。 

こう し て 20 年 を 戦い ます 。 

157 0 年 に な る と 、 東 海 、 関 東 、 近 畿 で 勝利 を お さめ た 織田 信長 が 、 い よ 
いよ 西国 攻め に か か っ て きま す 。 こ の 織田 軍団 と 日 本 シリ ー ズ (勝ち 抜き 7 回 
戦 ) を 行い 、 雌雄 を 決する まで が 、 こ の ゲー ム の スト ー リ イ で す 。 

つま り 、 こ の ゲー ム は 、 第 一 部 「 西 国 の 媒 者 」、 第 二 部 「 日 本 シリ ー ズ 」 と 
いう 二 部 構成 に な っ て いま す 。 

二 部 の 信長 打倒 こそ 、 こ の ゲー ム の 目的 で す 。 兵 を 肥 し 、 武 器 を 貯え 、 武 
将 の 要素 を 上 げ て 、 満 を 持 さ ね ば な り ま せん 。 

ナガ ー イ 戦い が あな た を 待っ て いま す 。 

いざ 、 戦 国 へ ・・・ 


2 、 プ レイ 人 数 
1 人 で す 。 


3、 シ ナリ オ 

1 、 毛 利 元 就 安芸 の 雄 
2、 尼 子 晴 久 山陰 の 雄 
3、 大 内 義隆 防 長 の 雄 
4、 村 上 武吉 海賊 大 将軍 


シナ リオ は 全部 で 4 つ あ り ま す 。 

どれ か を 選ん で ブレ イ し て くだ さい 。 

いずれ も 上 記 武 将 が ゲー ム の 主人 公 で 、1550 年 か ら 始 まり 、20 年 間 を 
西国 で 戦い ます 。 

そう し て 、157 0 年 春 に は 第 二 部 へ 移行 し 、 織 田 信長 と 日 本 シリ ー ズ を 行 
いま す 。 

な お 、1570 年 に な ら な く て も 、1560 年 春 以降 で 、 か つ 、3 7 以上 の 
城 を 自軍 の も の に し て いれ ば 、 第 二 部 へ 移行 する こと も で きま す 。 


4 、 ゲ ー ム の 進行 
ゲー ム は 、 第 一 部 「 西 国 の 雄 」 と 第 二 部 「 日 本 シリ ー ズ 」 に 分 か れ て いま す 。 
第 一 部 は 、 
次 の (1) (4) を 1 季節 と し て 進行 し ます 。 
1 季節 と は 、 春 、 夏 、 秋 、 冬 を さ し ま す 。 
ゲー ム は 、1550 年 春 か ら 始ま り ま す 。 
な お 、 各 季節 に お ける 行軍 の 指令 順序 は ラン ダム に 決ま り ま す 。 
(1 ) 内 政 フ ェ イ ズ 
兵士 雇用 、 鉄 砲 購入 な どの コマ ンド を 行い ます 。 
(2) 行軍 フェ イズ 
_ 目 領土 内 の 軍隊 を 動か し ます 。 
(83) 合戦 フェ イズ 
も し 、 (2) に よっ て 同じ 地域 に 英軍 が 存在 する 場合 は 合戦 と な り ま す 。 
(4 ) 包囲 フェ イズ 
孤立 無援 の 城 は 了 沙 し ます 。 ま た 、 狼 立 無援 の 城 は 調 略 され ます 。 
二 部 は 、 
7 名 の 武将 を 選出 し て 織田 軍団 と 7 回戦 を 勝ち 抜き で 戦い ます 。 
(1 ) 準備 フェ イズ 
7 名 の 武将 選出 と 兵 、 鉄 砲 の 割り 振り を 行い ます 。 
(2 ) 合戦 フェ イズ 
先 妖 か ら 大 将 ま で が 準々 に 勝ち 抜き で 戦い ます 。 


4 、 


ソ 1 


注 ・ フェ イズ と は 段階 の 意味 で す 。 
以後 、 1 季節 を ター ン と 呼ぶ 場合 が あり ます 。 


勝利 条件 


第 一 部 で 下記 の 条件 を 満た し 、 か つ 、 第 二 部 で 下記 の 条件 を 満た し た 場合 に 


は じ め て 勝利 と な り ま す 。 


第 一 部 で 、 
87 以上 の 城 を 自 領地 と し て いる こと 。 


第 二 部 で 、 

第 七 番 目 に 登場 する 敵 軍 武 桂 の 織田 信長 を 破っ た 場合 ・・・ 決 定 的 勝利 
第 七 番目 に 登場 する 敵 軍 武 将 の 織田 信長 に 破れ た 場合 ・・・ 戦 術 的 勝利 
第 六 番 目 に 登場 する 敵 軍 武 将 の 羽柴 秀吉 に 破れ た 場合 ・・・ 辛 騰 


、 ゲ ー ム オー バー 


下記 の いずれ か に 該当 する 場合 は いずれ も ゲー ム オ ー バ ー と な り ま す 。 


第 一 部 で 、 

1・20 年 間 を 戦い 、3 7 以上 の 城 が 自軍 の も の と な ら な か っ た 場合 。 
2・ ゲ ー ム 途中 で 、 本 損 を 敵 に 坦 われ た 場合 。 

3 ・ 主 人 公 が 死ん だ 場合 。 


第 二 部 で 、 
英軍 の 第 一 番 隊 か ら 第 五 番 隊 まで の 問 に 自軍 の 第 七 番 隊 が 破れ た 場合 





6 、 ゲ ー ム を 始め る に あたっ て の 選択 
タイ トル 画面 の 後 、 


NEWGAME・・・1 
LOADDATA・・2 
Si RECT 1/2 
と 表示 され ます 。 
この ゲー ム を 初め て プレ イ さ れる 方 は 1 を お 選び くだ さい 。 
過去 に デー タ を セー プ し て お り 、 そ の ゲー ム の 続き を され る 方 は 2 を お 選び 
くだ さい 。 


過去 に デー タ を セー プ し て いる 場合 、 
第 一 部 1 
第 二 部 2 
SELECT 1 ン /2 

と 表示 され ます 。 


第 一 部 の 1 を 入力 する と 、 
セー プ 1 
セー プ 2 
セー プ 3 
SELECT 1 一 3 
と 表示 され ます の で 1 か ら 3 ま で の 数 値 を ご 人 力 く だ さい 。 


二 部 の 2 を 人 入力 する と 、 
セー プ 4 
セー プ 5 
セー ニブ プ お 
SELECT 4 一 6 
と 表示 され ます の で 4 か ら 6 ま で の 数 値 を ご 入力 くだ さい 。 


つま り 、 こ の ソフ ト に は 、 第 一 部 に 1 か ら 3 ま で の セー プ 機 能 が あり 、 第 二 
部 に 4 か ら 6 ま で の セー ブナ 機能 が つい て いま す 。 


次 に 、 シ ナリ オ の 選択 が 表示 され ます の で 、 好 み の 大 名 を 選択 し て くだ さい 。 
以下 、 ブ レイ ヤー の 選ん だ 大 名 を 主人 公 と 呼ぶ 場合 が あり ます 。 


1 、 毛 利 元 就 
2、 尼 子 晴久 
3、 大 内 義隆 
4 、 村 上 武吉 
SELECT 1 一 4 


次 に 、 ゲ ー ム レベ ル が 表示 され ます 。 
1 が 普通 で 、2 が や や 難し く 、3 が 一 番 難 し く な っ て いま す 。 
LEVEL 1 
LEVEL 2 
LEVEL 3 
SELECT 1 一 3 


8 、 ゲ ー ム の 概要 

プレ イヤ ー は シナ リオ で 選択 し た 武将 (大 大 名 ) に な っ て ブレ イ し ます 。 

内 政 フ ェ イ ズ で 各 城 の 数 値 を 増やし 、 行 軍 し 、 戦 いま す 。 

奉っ た 城 は 主人 公 の も の と な り ま す 。 

た だ し 、 そ の 城 は その 地 の 城 代 に 統治 させ ます 。 

内 政 フ ェ イ ズ で は 奪っ た 城 が だ ん だ ん 増え て くる と 、 ひ と つ ひ と つの 城 の コ 
マン ド を 行い ます 。 

行軍 フェ イズ で は 内 政 フ ェ イ ズ と 異な り 、 た と え 沢 山 の 領土 を も っ て いて も 、 
いち どき に 何 回 で る 命令 出来 ます 。 

と うし て 、 各 地 を 奪い 、 各 城 の 数 値 を 上 げ て 、 第 二 部 へ の 挑戦 条件 を 満た し 
て いき ます 。 


二 部 へ の 挑戦 条件 (1 0 年 以上 経過 し 、 か つ 、3 7 以上 の 城 を 取っ て いる 
こと ) さえ そろ えば 、2 0 年 を 経過 し な く て も 、 ブ レイ ヤー の 意志 で 、 第 二 半 
へ 移行 で きま す 。 


9 、 色 分 け 
ゲー ム に 登場 する 城 は 7 3 城 で す 。 武将 は 全部 で 1 0 8 名 で す 。 
その 城 を 預かっ て いる 武将 達 と ベン チ ウ ォ ー マ ー 的 武将 が 存在 し ます 。 
城 ・ 武 将 は 下記 の 実力 大 名 達 の 傘下 に 入っ て いる 者 も いれ ば 、 単 独 の まま の 
城主 ちい ます 。 
実力 大 名 と は 、 次 の 6 人 を さ し ま す 。 
以下 、 こ れ ら 6 大 名 を 「 大 大 名 」 と 呼び ます 。 


大 名 名 本 拠 城 城 番 号 色 区 分 
毛利 元 就 吉田 郡山 城 1 赤 
尼子 晴久 月 山 冨 田城 1 2 空 
大 内 務 隆 築山 館 39 緑 
村上 武吉 能 島 城 28 
長宗 我 部 元 親 岡 豊 城 7 3 青 
大 友 義 針 上 原 館 55 貢 


ふり が な (も うり も と な り 、 あ まこ は る ひさ 、 お お うち よし た か 、 む ら か み 
た け よ し 、 ち ょ うそ か べ も と ちか 、 お お と も よし し び げ ) 
(よし だ こおり や まじ ょ う 、 が っ さん と みた じょう 、 つ き や ま か ん 、 
の じ ま じ ょ う 、 お こう じょう 、 う え は ら か ん ) 


この 大 大 名 に 属さ な い 大 名 達 も 沢山 いま す 。 
色 は 黒 で す 。 


この ゲー ム で は 、 全 体 MAP 1 枚 と 部 分 MAP 4 枚 が あり ます 。 
どちら も 、 上 記 の 色 に より 城 を ベイ ント し て いま す 。 


た だ し 、 

上 記 色 設定 は シナ リオ で 毛利 元 就 を 選択 し た 場合 で す 。 

尼子 を 選択 し て ブレ イ す る 場合 は 毛利 と 尼子 の 色 が 逆転 し ます 。 つ まり 、 
尼子 が 赤 で 毛利 が 空 で す 。 

大 内 を 選択 し た 場合 、 大 内 が 赤 で 、 毛 利 が 緑 で す 。 

つま り 、 プ レイ ヤー の 持つ 色 は 常に 赤 に な っ て いま す 。 


10、 大 大 名 の 死 


大 大 名 は 各 城 を 浴 下 に 納め 、 勢 力 を 広げ よう と し ます が 、 と き に 死ぬ 場合 が 
あり ます 。 

死ぬ と 傘下 に お さめ て いか た 城 は 単独 軍 と な り ま す 。 

コン ビ ピュータ どう し に よる 大 大 名 の 死 も や あれ ば 、 プ レイ ヤー が 倒す 場合 も あ 
り ま す 。 

大 大 名 の 死 と は 、 敵 軍 に 侵入 され 、 そ の 合戦 に 破れ た 場合 を いい ます 。 

大 大 名 が 他 地 へ 侵入 し て 合戦 に な り 、 そ れ で 破れ た 場合 は 死に ませ ん 。 

な お 、 大 大 名 以外 の その 他 の 武将 は 合戦 に 破れ る と 、 騰 っ た 方 の 軍 に 属し 、 
決し て 死に ませ ん 。 

死ぬ の は 大 大 名 だ け で す 。 

死ん だ 場合 は 、 そ の 地 を 統括 する 城 代 が か わり に 登場 し ます 。 

も ちろ ん 、 詩 人 公 が 死ん だ ら ゲ ー ム オー バー で す 。 


第 一 部 「 西国 の 雄 」 
第 二 章 内 政 フ ェ イ ズ 





1 、 画 面 説明 


画面 左側 に 

年 度 方 策 コ マン ド 及び 季節 コマ ンド が 表示 され ます 。 

年 度 方 策 と は 、 そ の 年 の その 城 で の 最 重要 事項 を 決定 し ます 。 こ れ は 1 
年 に 1 方 策 の み で 、2 つ を 選ぶ こと は 出来 ませ ん 。 
毎年 春 に 実施 し ます 。 

季節 コマ ンド は 毎 タ ー ン 行い ます 。 

季節 コマ ンド は 兵士 を 雇用 し た り 、 鉄 砲 を 購入 し た り 、 終 了 コ マン ド を 
押す 前 な らい くら で も 命令 出来 ます 。 


画面 中 央 に 
その 城 を 統治 する 武将 の 顔 と 、 要 素 が 表示 され ます 。 


画面 右 覧 に 
主人 公 の 顔 と 本 拠 城 と 本 拠 の 金 が 表示 され ます 。 
本 拠 の 金 は 、 他 の 城 と 同様 な 兵 雇 用 や 鉄砲 購入 な どの ほか に 、 次 の よう 
な 場合 に 使用 し ます 。 
1 、 現 地 に 金 を 送付 し た り 、 現 地 か ら 金 を 送っ て も ら っ た りす る 
2 、 他 の 大 名 と 同盟 を 結ぶ と き に 使用 
3 、 大 きき ん の と き 、 諾 民 や 兵士 を 救援 する と き に 使用 
4 、 将 軍 に 献上 金 を だ す と き に 使用 


画面 下 覧 は 
城 名 、 城 主 名 、 そ の 他 各 数 値 が 示さ れ ま す 。 
「 側 」 と は 
毛利 側 と いっ た 意味 で す 。 
上 記 人 色分け で 説明 し た 大 大 名 の 頭 文 字 が 表示 され ます 。 
単独 軍 は 「 単 」 と 表示 され ます 。 
「 度 」 と は 
城 の 強度 の こと で す 。 
苑 城 戦 に 必要 な 城 の 耐久 度 、 も し く は 強度 と お 考え くだ さい 。 こ の ゲー 
ム で は 、 以 後 「 強 度 」 と し て 取り 扱い ます 。 
1 から 5 まで が あり ます 。 
「 千 石 」 と は 
その 城 の 収穫 高 で す 。 千 石 単位 で 表し て いま す 。 
毎年 秋 に 収穫 が あり 、 コ ン ビ ュー タ が 自動 的 に 金 に 換金 致し ます 。 
6 割 が 農民 に 、3 割 が 城主 に 、 1 割 が その 城 を 統括 する 大 大 名 の も と に 
上 納金 と いう 形 で 入っ て きま す 。 
「 産 業 」 と は 
その 城 の 産業 を 意味 し ます 。 
産業 は 毎 季節 ど ご と に コン ビュ ー タ が 自動 的 に 金 に 換金 し て くれ ます 。 
この 産業 に よっ て えた 金 は 、 大 大 名 へ の 上 納金 は あり ませ ん 。 
「 金 」 と は 


上 記 米 と 産業 に よる 金 で す 。 
その 城 の 限度 は 9 9 9 で す 。 
「 兵 士 」 と は 

その 城 の 兵士 を さ し ま す 。 

1 を 100 人 と みな し ます 。 
その 城 の 限度 は 9 9 9 9 で す 。 


「 鉄 砲 」 と は 

その 城 の 鉄砲 の 数 を いい ます 。 

その 城 の 限度 は 9 9 99 で す 。 

「 士 気 」 と は 

その 城 の 兵士 の 士気 を さ し ま す 。 

士気 力 が 一 定 値 以 下 で す と 、 戦 闘 時 に 各 駒の 持つ 攻撃 力 が 一 律 に マイ ナ 
ス 1 され ます 。 


詳し く は 、 第 四 章 ・ 合 戦 フ ェ イ ズ 、 第 2・ 野 戦 、 第 2 項 ・ 攻 撃 力 の 分 配 
と 合戦 終了 後 の 数 値 (3 4 頁 ) の と ころ で で 説明 致し ます 。 

「 民 情 」 と は 

その 城 の 住民 の 民 情 で す 。 

民 情 数 値 が 低く な る と 、 い っ き が 起こ り ま す 。 

合戦 が 行わ れる 地域 は 民 情 数 値 が 下がっ て いき ます 。 

「 将 献 」 と は 

時 の 将軍 ・ 足 利 義昭 へ の 献上 金 で す 。 

これ は 大 大 名 の み が 行 う も の で 、 本 拠 の 金 を 使用 し ます 。 

他 の 大 名 より 多く の 献上 金 を 出し て いる 場合 は 、 足 利 将軍 が 下 向 さ れ 、 
有利 に な る こと が あり ます 。 


2、 武 将 要素 
「 武 」 と は 


その 武将 の 武術 で すす 。 こ の 時 代 は 弓 よ り 鉄 砲 の 巧 拠 が も の を いう 時 代 で 
す 。 


「 武 」 の 数 値 が 上 が る と 、 合 戦時 に 鉄砲 の 飛 距離 が 伸び ます 。 
一 定 値 以上 に な る と 下がる 場合 が あり ます か ら 注 意 し て くだ さい 。 


「 知 」 と は 

その 武将 の 知力 で す 。 

合戦 の と き 、 相 手 将 よ り 数 値 が 高い と 合戦 時 に 先攻 出来 ます 。 

一 定 値 以上 の 作戦 力 を 持っ て いる 武将 は 、 野 戦時 に 奇 兵隊 が 登場 する こ 
と が あり ます 。 つ まり 、 こ れ は 第 1 1 番目 の 駒 と いう こと で 、1 UP と 
いう こと に な り ま し ょ うか が 。 

合戦 に より 、 勝 っ ね と き 、 敵 が 退 電 し た と き 、 敵 の 磐城 に より 、「 知 」 
が 上 が り ま す 。 

逆 に 、 合 戦 に 負け た り 、 中 方 軍 が 退却 し た り 、 航 城 し た りす る と 「 知 」 
は 減少 し ます 。 


「 信 」 と は 
その 武将 に対する 兵 の 信頼 度 で す 。 

「 信 」 が 一 定 値 以 下 に な り ま す と 、 そ の 武将 の 信頼 度 が 少な いと し て 、 
兵士 の 移動 力 が さがり ます 。 つ まり 、 将 と 兵士 は 戦場 で 一 体感 を も っ て 
戦闘 に の ぞ ま ね ば な り ま せん 。 そ の た め に は 、 兵 士 に 思 費 を 与え て や る 
と 喜ん で 戦い ます 。 
季節 に よっ て は 、 少 し ずつ で す が 数 値 が さがっ て いき ます か ら 注 意 し て 
くだ さい 。 


「 仁 」 と は 

その 武将 の 仁徳 で す 。 

美 い 政 治 を し て 、 兵 士 、 農 民 か ら 克 愛 さ れ な けれ ば な り ま せん 。 こ の 数 
値 が 一 定 値 以 下 に な る と 、「 い っ き 」 が 起こ り ま す 。 

季節 に よっ て は 、 少 し ずつ で す が 数 値 が さがっ て いき ます か ら 注 意 し て 
くだ さい 。 


「 和 勇 」 と は 
その 武将 の 勇気 で す 。 
「 勇 」 が 一 定 値 以下 で す と 、 戦 闘 時 に 逃す る 兵 が 出 て きま す 。 
こと に 、 秋 は 刈り 入れ が ある の で 逃亡 が 激しく な り ま す 。 
「 凛 」 を 上げ る に は 、 年 度 方 向 に よっ て あげ る こと か 出来 ます 。 
つま り 、 武 将 を 鍛錬 し て 勇気 を つけ て や れ ば あがり ます 。 
また 、 戦 闘 に 勝っ た り 、 敵 の 退却 、 敵 の 和 藤城 に よる 味方 の 退却 に よっ て 
上 が り ま す 。 
下がる の は 、 戦 闘 に よる 敗戦 、 味 方 軍 の 退却 、 秀 城 の 場合 で す 。 


「 忘 と は 

その 武将 の 大 大 名 へ の 忠誠 度 で す 。 

この 数 値 の 低い 武将 は 多 城 戦 の と き 寝 返る 率 が 高く な っ て いま す 。 

一 度 寝返っ た 武将 は 「 忠 」 数 値 が さがる 場合 が あり ます 。 

相手 が 磐城 し た とき 、 そ の 「 忠 」 の 数 値 の 半分 の 金 を も ゎ も っ て 、 降 伏 勧誘 
を 行う こと が 出来 ます 。 ま た 、「 忠 」 の 数 値 の 低い 武将 は 将軍 が 下 向 さ 
れ た 側 に 寝返る こと が あり ます 。 な お 、 城 代 か ら ベン チ ウ オー マー に な 
っ た 格下 げ さ れ た 武将 は 数 値 が さがり ます 。 ま た 、 季 節 に よっ て は 、 少 
し ずつ で すか が 数 値 が さがっ て いき ます か ら 注 意 し て くだ さい 。 


3、 相 場 
兵 の 雇用 、 鉄 砲 の 購入 に は 相場 が あり ます 。 こ れ は 毎 季節 変動 し ます 。 
例え ば 、 金 1 : 兵 4 鉄砲 
と な っ て いる 場合 で 、 現 在 の 金 が 6 ある と し ます 。 
兵 を 雇用 する な ら 、4X5=20 の 兵 が 増加 する こと に な り ま す 。 
鉄砲 を 購入 する な ら 、3X5= 1 5 の 鉄砲 を 購入 する こと が 出来 ます 。 
あ も ちろ ん 、5 の 金 を いく ら か づつ に 割り 振り する の も よい で すし 、 相場 数 
値 が 気にいら な い 場 合 は 次 ター ン に 使用 し て も いい わけ で す 。 
これ は バ ソ コン 側 も 同一 条件 に て 行い ます 。 
相場 数 値 の 幅 は 年 が た なつ に つれ て 変動 し ます の で ご 注意 くだ さい 。 


(1 


〇 1 


、 コ マン ド 


コマ ンド に は 2 種類 が あり ます 。 そ れ は 、 

年 度 方 策 コ マン ド 

季節 方 策 コ マン ド 

で す 。 
年 度 方 策 コ マン ド は その 年 の 春 に 行い ます 。 

季節 方 策 コ マン ド は 乱 季 節 に 行い ます 。 

従っ て 、 毎 年 礎 に は 年 度 方 策 コ マン ド と 季節 方 策 コ マン ド の 2 つ を 行い 
ます 。 年 度 方 策 の 命令 し た コマ ンド の 数 値 が 上 が る の は 春の 場合 と 夏 の 場 
合 が あり ます 。 


) 年 度 方 策 コ マン ド 


・ 開 筐 
開 艶 コマ ンド は その 城 の 石 高 が 増加 し ます 。 


・ 産 業 
産業 コマ ンド は その 城 の 産業 が 増加 し ます 。 


・ 民 政 コ マン ド 

民政 コマ ンド は その 城 の 民 情 が 良く な り ま す 。 

良く な れ ば 、 い っ き が 起こ り ま せん 。 

また 、 あ る 一 定 の 数 値 に な り ま す と 、 産 業 、 石 高 の 増加 も 期待 出来 ます 。 


・ 士 気 コ マン ド 
士気 コマ ンド は その 城 の 兵士 の 土気 力 が 上 が り ま す 。 


・ 将 鍛錬 コマ ンド 
将 鍛 錬 コ マン ド を 実行 する と 、 将 の 「 勇 」 が あがり ます 。 


6 ・ 将 技術 コマ ンド 
将 技術 スマ ンド を 実行 する と 、 将 の 「 武 」 が あがり 、 半 の 鉄砲 の 飛 距離 
が 伸び ます 。 
飛 距離 が の びる と 、 金 マー ク か 数値 の 横 に つき ます 。 


7・ 将 恩賞 コマ ンド 
将 恩 賞 コ マン ド と は 、 そ の 城 を 統治 する 武将 に 思 賞 を 与え ます 。 
これ に より 、 武 将 の 「 忠 」 の 数 値 が 増し ます 。 


8・ 同 盟 コ マン ド 
同盟 コマ ンド を 実行 する と 、 他 の 大 大 名 と 同盟 を 結ぶ こと が で きま す 。 
同盟 する た め に は 相手 の 大 名 に 献上 金 100 を 出さ な けれ ば な り ま せん 。 
この 金 は 本 拠 の 金 を 使用 し ます 。 従っ て 、 本 拠 に 1 0 0 以上 の 金 が な い 
と き は 同盟 を 結ぶ こと ば で きま せん 。 
また 、 相 手 が 同 盟 を こ ば む こと も あり ます 。 
同盟 は 1 つの 国 と し か 結べ ませ ん 。 
また 、 勝 手 に 同盟 を 破っ て 、 そ れ ま で 同盟 国 だ つた 国 を 政 め る こと も で 
きま す 。 た だ し 、 主 人 公 の 「 信 」、「 仁 」 の 数 値 が 落ち 、 城 代 達 の 「 忠 」 
の 数 値 あ も おお ち ま す 。 
相手 国 も と き に は 同盟 を 破っ て くる 場合 が あり ます 。 
また 、A と いう 大 名 と 同盟 を 結び 、 そ の 後 、 プ レイ ヤー の 気 が 変 わり 、 
B と いう 大 名 と 結ん だ 場合 、 目 動 的 に A と の 同盟 は 破棄 され た こと に な 
り ま す 。 


9・ 和 将軍 献 コ マン ド 
と き の 将 軍 ・ 足 利 義昭 に 本 拠 の 金 を 献上 し ます 。 
他 の 大 名 も 献上 し て いき ます 。 
ある 年 数 が た つと 、 織 田 信長 と 意見 が あわ な く な っ た 将軍 が 西国 に 下 固 
され ます 。 (これ は 実話 ) 


将軍 は けなげ な 大 名 の と ころ に 下 向 さ れ ま す 。 
下 向 さ れ た ら 有 利 に ゲー ム を 展開 で きま す 。 つ まり 、「 忠 」 の 低い 他国 
の 武将 が 下 向 さ れ た 側 へ 寝 朋 っ て くる 場合 が あり ます 。 


注 : 8 と 9 の コマ ンド は 大 大 名 に し か あり ませ ん 。 


(2) 季節 方 策 コ マン ド 


1 ・ 雇 用 コマ ンド 
持っ て いる 金 の 箇 囲 内 で 兵士 を 雇用 出来 ます 。 
相場 数 値 た に よっ て 兵士 の 雇用 数 は 変わ り ま す 。 


2・ 鉄 砲 コ マン ド 
持っ て いる 金 の 範 囲 内 で 鉄砲 を 購入 出来 ます 。 
相場 数 値 に よっ て 鉄砲 の 購 和 人 数 は 変わ り ま す 。 


3・ 増 築 コ マン ド 
城 の 強度 を 1 増加 する こと が 出来 ます 。 
城 の 強度 を 上 げ る た め に 、5 0 の 金 を 必要 と し ます 。 
城 の 強度 の 限度 は 最高 が 5 で す 。 


4・ 兵 皿 賞 コマ ンド 
将 の 「 信 」 の 数 値 が あか り ま す 。 


5 ・ 開 政 コ マン ド 
将 の 「 仁 」 の 数 値 が あがり ます 。 


5 ・ 送 金 コ マン ド 
その 城 と 本 国 (本 拠 城 ) 間 で 金 の 送金 が 出来 ます 。 
兵 を 雇用 し た い が 金 が な い 城 、 ど うし て も その 城 を 降伏 勧請 し た い が 金 


が な いと いう と き に だ 送金 し あえ ば いい わけ で す 。 

1 キー が 現地 か ら 本 拠 へ 送り ます 。 

2 キー が 本 拠 か ら 現地 へ 送り ます 。 

次 に 、 

いく ら 

と 聞い て きま す の で 、 数 値 を 入力 し て くだ さい 。 

な お 、 現 地 と 本 拠 が 一 緒 の 場合 は 、 送 っ て も 無 意 味 で すか ら キ ャ ン セ ル 
され ます 。 


・ 将 交替 コマ ンド 

ブレ イヤ ー に は 手持 ち 武 将 が いま す 。 

下記 の シナ リオ で ブレ イ さ れる 場合 、 そ れ ぞ れ の 番号 の 範囲 内 に 手持 ち 
武将 が いま す 。 

1・ 毛 利 元 就 79 一 82 

2・ 尼 子 晴久 _ 83 一 86 

3・ 大 内 義隆 。 87ー90 

4・ 村 上 武吉 91 一 94 

これ ら 手 持ち 武将 は 、 野 球 で いう な ら ベ ンチ ウォ ー マ ー で す 。 

つま り 、 選 手 交替 を させ る コマ ンド で す 。 

重要 地域 に 「 知 」 や 「 勇 」 な どの 低い 武将 が いる 時 な ど に 、 手 持ち 武将 
と 交替 させ る の に 使用 し ます 。 

チェ ンジ の 方 法 は 、 (毛利 元 就 の シナ リオ の 場合 ) 

Z・ メ キー で 7 9 番 か ら 82 番 を スク ロー ル さ せ 、 こ れ と 思っ か た 武 将 の 
時 、 

C キ ー を 押し 、 そ の 番号 を 人 力 する と 武将 が チェ ンジ し ます 。 

も ちろ ん 、 主 人 公 お も チェ ンジ で きま すし 、 主 和信 公 を ベン チ に 人 入れ た まま 
に も で きま す 。 合戦 に 出 て 、 戦 い 、 勝 ち 、 将 の 要素 を あげ て 第 二 部 へ 備 
えま し ょ う 。 


8 ・ 調 査 コ マン ド 
調査 コマ ンド を 実行 する と 、 
1 ・ 国 調査 2 ・ 将 調査 HIT 1-2 KEY 
と 表示 され ます 。 
国 を 調査 する と き は 1 を 、 将 を 調査 する と き は 2 を 信 力 く だ さい 。 


国 調 査 

敵 ・ 味 方 の 国 状況 を 調査 する 時 に 使用 し ます 。 
2Z・X キ ー で スク ロー ル し ます 。 

C キ ー は 指定 し た 番号 の 国 を 表示 し ます 。 
リタ ー ン キー で も と に 戻り ます 。 


将 調査 

敵 ・ 味 方 の 武将 を 見 る こと が 出来 ます 。 

Z・X キ ー で スク ロー ル し ます 。 

C キー は 指定 し た 番号 の 武将 を 表示 し ます 。 な お 、 こ の コマ ンド で は 、 
武将 の 顔 も 表示 され ます 。 

リタ ー ン キー で も と に 戻り ます 。 


9 ・ 終 了 コ マン ド 
コマ ンド を 終了 する 時 に 使用 し ます 。 


A・ 挑 戦 コ マン ド 
プレ イヤ ー が 、2 0 年 を 待た を ず し て (た だ し 、1 0 年 以上 経過 し て いる 
こと ) 、37 以 上 の 国 を 取っ て いる 場合 で 、 か つ 、 プ レイ ヤー が 織田 軍 
と 対戦 し た いと 思っ た と き は 、A キ ー を 人 入力 くだ さい 。 
アタ ッ ク リョ ヨウ カイ 
と 表示 され ます 。 
そし て 、7 3 の 城 全部 の 内 政 フ ェ イ ズ が 終了 し た の ち に 、 第 二 部 へ 移行 
し ます 。 


つま り 、20 年 を 待た を な いで 、 中 央 へ 攻め て いき 、 織 田 軍 と 雌雄 を 決 す 
る こと に な り ま す 。 

また 、20 年 を 経過 し た と き は 、 こ とこ の A キ ー を 押さ な く て も る も 、 中 央 を 制 
吾 し た 織田 軍 が いよ いよ 西国 攻め に が か か っ て くる わけ て せ す か ら 、 こ の 
と き に は 、 杏 応 な し に 第 二 部 へ 移行 し ます 。 

も ちろ ん 、3 7 以上 の 城 が な いと き に は ゲー ム オ ー バ ー で す 。 


な お 、 と の A コ マン ド は 、 画 面 に 表示 され て いま せん 。 
また 、 こ の A コ マン ド は 、 季 節 方 策 の と き の 、 ど の 武将 の と ころ で A キ 
ー を 押し て も か まい ませ ん 。 1 回 押せ ば 結構 で す 。 


・ セ ー プ コマ ンド 
も し 、 ゲ ー ム が 長く な り 、 後 日 に ゲー ム を 持ち 越し た く な っ た 時 は 、 現 
在 時 点 の デー タ を セー ブ す る こと が 出来 ます 。 
第 一 部 の セー プ は 3 つ あ り ま す 。 
この 内 政 フェ イズ で 、 必 要 な 内 政 を すま せ た の ち に S を 人 入力 し て くだ さ 
い 。 
つま り 、 こ れ を 要約 し ます と 、 下 記 の よう に な り ま す 。 
1 、 雇 用 、 鉄 砲 購 入 な どの コマ ンド を 実行 する ( 何 も し な い 時 も ある ) 
2、 セ ー プ コマ ンド 選択 〈S) 
この 時 、「 セ ー プ 了解 」 と メッ セー ジ が 出 ます 。 
3 、 終 了 コ マン ド 選 択 (9) 
1 、2 の 順序 は 逆 に な っ て も か まい ませ ん 。 要 する に 、 終 了 コ マン ド て 
9 ) を 選択 する まえ に セー プ コマ ンド ($S) を 実行 し ます 。 


注 : コン ビ ユ ー タ 側 も この 内 政 フ ェ イ ズ で コマ ンド を 実行 し ます か ら 、 デ 
ー タ が セー プ さ れる の は 、 コ ンピュータ 側 の 内 政 フ エイ ズ を 含む 全て 
の 内 政 フ エイ ズ が 終了 し た 時 に な り ま す 。 


4 、 各 城 の 内 政 フ ェ イ ズ が 終了 し た の ち 、 


何 番 へ セー プ し ます か (HIT1-3KEY) 
と 表示 され ます の で 、 1 か ら 3 ま で の 数 値 を 選択 し て 人 力 く だ さい 。 
た と えば 、 1 を 人 入力 する と 、 

1 番 へ デー タ を セー ブ プ 致 し ます 。 
と 画面 に 表示 し て セー プ を 実行 し て いき ます 。 


セー プ 機 能 は 全部 で きつ あり ます 。 以 前 に デー タ を 1 番 に 記憶 させ て あ 
り 、 再 び 1 番 へ セー プ さ れ か た 場合 は 以前 の デー タ は 消え て し まい ます 。 
いっ た ん 、 デ ー タ を セー ブ し て お いて その 続き を する こと も で きま す 。 


また 、 後 日 、 そ の ゲー ム の 続き を し た く な っ た 時 は 、 タ イト ル の 後 、 
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と 、 出 ます か ら 、2 キ ー を 人 力 し て くだ さい 。 


(ES 


SR CO += 
と 表示 され ます か ら 、 1 か ら は 3 まで の 数 値 を 人 力 し て いた だ けれ ば 、 ゲ 
ー ム の 続き が で きま す 。 


M・ 音 楽 ス トッ プ (音楽 装置 の ある 方 の み ) 
F M 音 源 を お 付け に な っ て お られ る 方 は ゲー ム 中 絶え ず 音 楽 が 流れ て い 
ます 。 
この 音楽 を 聞き た く な いと 思わ れる 方 は M キ ー を 選択 し た 後 、 
1 ・ 音 楽 要 2・ 音 楽 不 要 
と 出 ま すか ら 、 


2 を 人 力 し て くだ さい 。 
再び 聞き た く な っ た ら 、 ま た 、M キ ー を 人 入力 し た 後 、 1 を 人 力 し て いた 
だ けれ ば 、 ま た 聞け る よう に な り ま す 。 
その 他 


余剰 の 金 
使い 残し た 金 は 次 ター ン に 持ち 越 さ れ ま す 。 


や りな お し 
数 値 を まち が えた り 、 途 中 で 命令 を 変更 し た りす る 場合 は E SC キー を 
ご 使用 くだ さい 。 


ネロ ー マ 字 の キー 人 入力 
A キ ー (挑戦 ) 、S キ ー (セー プ ) 、M キ ー (音楽 ) の ロー マ 字 は 大 文 
字 で も 小文字 で も か まい ませ ん 。 
また 、 こ れ ら コマ ンド は 季節 方 策 の と き に 実行 し て くだ さい 。 


5 、 大 きき ん 


と き に 、 大 きき ん が 起き る 場合 が あり ます 。 

訟 民 を 救う た め に 、 本 拠 城 に 金 を 野 め て お き 、 い ざと いう と き に 役立て まし 
よう 。 

救済 する だ け の 金 が な いと 、 頼 り に な ら 礁 盟主 お まとい っ て 兵 が 他国 へ 逃げ て 
いき ます 。 

救済 する と 、 主 君 の 「 信 」、「 仁 」 の 数 値 が あがり ます 。 

金 を 使っ て 領民 を 救済 し ます か Y ノ N 

と 表示 され ます の で 、Y を 押し て くだ さい 。 

救済 で きる だ け の 必要 金 が あれ ば 、 救 済 で き 、 な けれ ば 、 兵 が 逃げ て いき ま 
す 。 


行軍 し た いと き は 、0 キ ー も し く は リタ ー ン キー を 押し て いた だ きま す 。 
する と 、「 ど こ か ら 」 と 聞い て きま す の で 、 軍 の いる 場所 の 番号 を 入力 し 
て くだ さい 。 

つづ いて 、「 ど こ へ 」 と 聞い て きま す 。 

ここ で は 、 目 的 の 場所 が 表示 され ます の で で ーー キー を 使用 し て 思っ た と こ 
ろ で リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 

も ちろ ん 、 目 軍 領 地 か ら 他 の 自軍 領地 へ の 行軍 (援軍 ) も 出来 ます 。 

た だ し 、 山 陰 地 方 の 冬 の 行軍 は 積雪 に より 出来 ませ ん 。 従っ て 冬 に は この 
地方 か ら の 攻撃 も あり ませ ん 。 

それ ら は 、 

8 ( 選 明 城 ) 、9 (赤穴 城 ) 、10 (三刀屋 城 ) 、 1 1 ( 白 鹿 城 ) 

12 (月 山 冨田 城 ) 、1 9 ( 議 葉 城 ) 、20 (新宮 城 ) 、2 1 (神楽 尾 城 ) 
22 ( 打 吹 山城 ) 、23 (鳥取 城 ) 

で す 。 


つぎ は 、「 兵 士 」 と 聞い て きま す 。 

兵力 数 値 を 人 力 し て くだ さい 。 

取 後 に 、「 鉄 人 砲 」 と 聞い て きま す 。 

合戦 に 持っ て いく 鉄砲 の 数 値 を 人 力 し て くだ さい 。 


以上 で 1 つの 軍 の 行軍 行動 は 終了 で す 。 
上 記 行 軍 は 目 分 の 軍 が いる 領地 か ら な ら 何 回 で も 出来 ます 。 


1 ・ 調 査 コ マン ド を 実行 する と 、 
1・ 下 区 2・ 石 覧 
と 表示 され ます 。 
下 覧 は 個々 の 城 の 全て の 数 値 が 表示 され 、 右 覧 は 兵 と 鉄砲 の 数 の み 表 示さ 


れ ま す 。 

Z・X キ ー は スク ロー ル し ます 。 

C キ ー は 指定 し た 城 の 数 値 が 表示 され ます 。 ( 下 覧 の み ) 
リタ ー ン キー で 元 の コマ ンド に も どり ます 。 


2 ・ 地 図 コ マン ド は 
この ゲー ム は 舞台 を 中 国 、 四 国 、 九 州 に し ぼっ て いま す 。 
これ を 下図 の よう に 4 枚 の 部 分 MAP に 分 け て いま す 。 





九州 ・ 四 国 4 四国 3 
他 の MA P が 見 た い 時 は 、2 キー を 押し ます 。 
する と 、 
HIT 1 一 4 KEY 
と 表示 され ます の で 、 


1 か ら 4 ま で の 数 値 を 人 力 し て くだ さい 。 


3・ 終 了 コ マン ド は 
自分 の 手 番 を 相手 に 渡す と き に 使用 し ます 。 
制約 
1 、 数 値 入 力 後 は 必ず リタ ー ン キー を 入力 し て くだ さい 。 (以下 同じ ) 
2、 領 地 か ら の 派兵 (行軍 の こと ) で あれ ば 、 何 回 で も 繰り 返す こと が 出来 


ます が 、 そ の 都度 、 必 ず 0 キ ー も し く は リタ ー ン キー を お さ な け れ ば な り 
ませ ん 。 派兵 の 必要 が な く な っ た 時 点 で あら た め て 3 キー を 押し ます 。 

3 、 数 値 を まち が えた り 、 途 中 で 命令 を 変更 し た りす る 時 に は ESC キ ー を 
ご 使用 くだ さい 。 


第 四 章 合戦 フェ イズ 





1 、 概 要 


(1 ) 、 一 つの 地域 に 敵 軍 の 兵 が 侵 人 し て くれ ば 合戦 に な り ま す 。 
これ ら は 合流 する こと な く 、 別 々 に 戦い ます か ら 、 同 じ 地 域 で 何 回 合戦 
し な けれ ば な ら な い 場 合 も あり ます 。 
最終 的 に 、 勝 っ た 軍 が その 地域 を 占領 し な こと に な る わけ で す 。 
な お 、 負 けた 軍 が ター ン 終 了 時 に 存在 する こと は あり ませ ん 。 
(2) 、 合 戦は 野戦 (海戦 を 合 む ) と 租 城 戦 が あり ます 。 
野戦 か 龍 城 戦 か の 選択 は 守備 側 、 つ まり 、 攻 めこ まれ た 方 が 選択 し ます 。 
(3) 、 瀬 戸 内 海 に 浮か ぶ 島 は 野戦 を 海戦 と 読み か えま す 。 
27・ 青 影 城 、2 8・ 能 島 城 、2 9・ 丸 尾 城 、3 0 ・ 宮 尾 城 、 
3 1 ・ 村 上 館 、3 2 ・ 来 島 城 、3 3 ・ 岩 屋 城 
の 7 つ は 船 と 船 の 戦い に な り ま す 。 
船 は 全部 火器 を 使用 し ます 。 


(4) 、 地 形 キ ャ ラク タ 
地形 キャ ラク タダ は 次 の 9 種類 が あり ます 。 


戦闘 時 の 地形 カウ ント 


城 +3 
山 十 1 
高原 + 1 
平野 0 
川 = 
海 0 
島 行か れ な い 
地底 ー 1 
断層 行か れ な い 





地形 に よる 駒の 移動 納 消 力 は 、 行 か れ な い 島 、 断 層 を 除い て 全て 1 で す 。 
な お 、 攻 城 戦 で の 海 キ ャ ラク タ に は 行け ませ ん 。 

島 は 海戦 の み に 出 ます 。 

地 訂 と 断層 は 1 1・ 晶 鹿城 の 磐城 戦 に の み 出 ます 。 

これ は 、 毛 利 軍 と 尼子 軍 が トン ネル 合戦 を し た 実例 か ら 採 用 し まし た 。 
(この 実話 は 、 各 武将 達 の エビ ソー ド の と ころ で 述べ て いま す 。) 
戦闘 時 の 地形 カウ ント に つい て は この 章 の 第 2 ・ 野 戦 、 第 3 項 ・ 戦 闘 計算 
に て 詳し く 説 明 致 し ます 。 


(4) 、 駒 キャ ラク タ 
戦闘 銘 は 次 の 9 種類 が あり ます 。 


基本 攻撃 力 移動 力 





武将 9 2 
騎馬 隊 8 3 
鉄砲 隊 6 
紀 隊 6 
足軽 隊 7 2 
般 7 2 
忍者 7 3 
影武者 | る : 9 
大 砲 RR 6 1 
基本 攻撃 力 は 後述 し ます 。 


プレ イヤ ー の 駒 は 常に 左 に 位置 し ます 。 

な お 、 忍 者 、 影 武者 、 大 砲 は コン ピュ ー タ 側 の み 出 ま す の で 、 ブ レイ ヤー 
側 に は あり ませ ん 。 あ し か ら ず ご 了承 くだ さい 。 

また 、 こ れ ら は 説明 を 省略 致し ます 。 出 て か ら お 楽し みく だ さい 。 


(5 ) 、 移 動 方 法 
駒 が 点 汰 し ます 。 
移動 は 1、3、4、6、7、9 の デン キー で 行い ます 。 





5 キー も し く は RETURN キ ー は 移動 中 止 で す 。 
つま り 、 移 動 方 向 は 6 通り で す 。 
(6 ) 、 先 攻 、 後 攻 
「 知 」 の 高い 武将 が いる 軍 が 先攻 し ます 。 同値 の 場合 は ラン ダム に 決ま 
り ま す 。 
一 方 の 軍 が 全部 移動 し 終わ る と 相手 軍 の 駒 移動 と な り ま す 。 


(7) 、 戦 闘 
味方 駒 と 敵 駒 が 隣接 する と 、 個 々 の 戦闘 と な り ま す 。 


(8) 、 勝 利 
野戦 の 場合 は 敵 将 を 倒す と 勝 と な り ま す 。 
侵入 側が 勝っ た 場合 は 、 そ の 地域 を 占領 し た こと に な り ま す 。 
以後 、 そ の 地 の 装 に その 領地 を まかせ ます 。 
兵力 は 戦い が 終わ っ た 時 点 の 数 値 と な り ま す 。 (後述 ) 
勝つ と 、 武 将 の 「 知 」、「 勇 」、 兵 士 の 士気 が あがり ます 。 


(9) 、 い っ き 

民 情 数 値 が 低い と き 、 あ る い は 将 の 「 仁 」 の 数 値 が 低い と き に 「 い っ き 」 
が 起こ る 場合 が あり ます 。 

これ は 隣接 地域 か ら 侵 人 し て くる も の で は な く 、 そ の 地 の 農 民 が いっ き 
を 起こ する も の で す 。 

この 場合 は 戦う し か あり ませ ん 。 秀 城 も 出来 ませ ん 。 

負け れ ば 、 そ の 城 は 単独 軍 に な り ま す 。 

勝て ば 、 い っ き は 鎮圧 し た こと に な り ま す 。 


(10) ご 注意 
行軍 フェ イズ で 、 自 軍 領 土 か ら 敵 で ある 隣国 へ 派兵 し 、 合 戦 フ ェ イ ス で 、 
派兵 し た 元 の 領土 を 敵 に 先 に 奪わ れる と 、 隣 国 へ 派兵 し た 兵 は 消滅 し ます 。 
例え ば 、 行 軍 フ ェ イ ズ で 2 の 国 か ら 8 の 国 (敵国 ) へ 兵 1 00 を 送っ た 
と し ます 。 一 方 の 敵 も 、 同 一 ター ン に 8 の 国 か ら 2 へ 兵 を 派兵 し ます 。 
敵 の 行軍 が 先 の 場合 は 、 ま ず 、2 の 国 で 合戦 と な り ま す 。 こ と で プレ イヤ 
ー が 負け た 場合 は 、 こ の 後に 起こ る で あろ う 8 で の 合戦 は あり ませ ん 。 


2 野戦 (海域 の 場合 は 海戦 ) 
野戦 を 選択 し た 場合 、 ま ず 、 陣 列 を 組み ます 。 


き 史 呈 っ 
39 8 





(1 ) 、 陣 列 
陣 列 は 次 の 6 種 と ユー ザ が 独 目 に 組む こと の 出来 る ユー ザ 陣 3 種 が あり ま 
す 。 
1 ・ 鉄 矢 の 陣 
2・ 湾 月 の 陣 
3 ・ 座 行 の 陣 
4 ・ 車 叔 の 陣 
5 ・ 鳥 寺 の 陣 
6 ・ 鈴 異 の 陣 
7・U 1 の 陣 
8・U2 の 陣 
9・U3 の 陣 
好み の 陣 を 選択 し て 対戦 し て くだ さい 。 
な お 、 コ ンピュータ の 方 は ラン ダム に 陣 を 組み ます 。 
7 、8、9 の ユー ザ 陣 を 選択 し た 場合 、 あ ら か じ め 適 当 に 駒 を 配置 し て お 
り ま す の で 、 


この 配置 で よろ し いで すか Y ン ノ N 

の 問 に 対し 、 

N を 信 力 し て くだ さい 。 

する と 、 1 の 駒 か ら 順 番 に 駒 が 点滅 し だ し ます の で 、 自 陣 の 連 囲 内 (画面 
左 半分 ) で 、 移 動 さ せ て くだ さい 。 

移動 中 止 は ほ 5 キー も し く は リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 

1 か ら 1 0 まで 順 々 に 駒 を 移動 させ る と 、 ま た 駒 が 1 か ら 点 滅 し だ し ます 。 
つま り 、 際 限 は あり ませ ん 。 

これ で 全て の 駒の 配置 が 良い と 思わ れ た 時 に 、E キ ー を 押し て くだ さい 。 
配置 が 完了 し ます 。 

な お 、 こ の ユー ザ 陣 は 次 の 合戦 時 か ら コ ンピュータ が 覚え て いま す の で 、 
ユー ザ 陣 を 選択 し 、 

この 配置 で よろ し いで すか Y グ N 

の 時 に Y を 押し て くだ さい 。 

ユー ザ 陣 は 3 通り 記憶 出来 る よう に な っ て いま す の で 、 有 効 に ご 利用 くだ 
さい 。 


(2) 、 攻 撃 力 の 分 配 と 合戦 終了 後 の 数 値 
駒 は 全部 で 1 0 駒 登 場 し ます 。 
その 内 訳 と 基本 攻撃 力 は 次 の と お り で す 。 


駒 種類 数 基本 攻撃 力 
「 野 戦 」 

将 駒 1 9 
騎馬 隊 駒 1 8 
鉄砲 隊 駒 鉄砲 の 数 に よる 6 

弓 隊 駒 1 6 
足軽 隊 駒 " 上記 か ら 引 いた 残り 0 の 数 。 7 

「 海 戦 」 

将 駒 1 9 
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船 駒 9 7 

上 記 の 基本 攻撃 力 は 兵力 の 多い 軍 の 方 の 数 値 で す 。 

相手 より 兵力 が 少な い 方 の 軍 は 、 軍 の 多い 方 の 兵力 倍率 に より 数 値 が 一 定 
の 割合 で 一 律 に 減少 する よう に な っ て いま す 。 

従っ て 、 一 方 が 上 記 数 値 の 場合 で も 、 一 方 は 将 駒 6 、 騎 馬 隊 駒 5 、 鉄 砲 隊 
駒 3、 弓 隊 駒 3、 足 軽 隊 駒 4 と いう 場合 も ある わけ で す 。 

また 、 兵 士 の 士気 力 が 一 定 値 以下 の 場合 は 、 軍 の 多い 方 、 少 な い 方 に か か 
わら ず 、 上 記 数 値 か ら 一 律 に マイ ナス 1 され ます 。 

例え ば 、 上 記 基 本 攻撃 力 が あっ た 場合 、 将 銘 は 8、 騎 馬 隊 駒 は ? 、 鉄 砲 隊 
駒 は 5、 弓 隊 駒 は 5、 足 軽 隊 駒 は 6 と な り ま す 。 


合戦 終了 時 に は 

最初 に あっ た 攻撃 力 か ら 合戦 終了 時 の 残存 攻撃 力 に より 、 も と の 兵力 数 値 
に 換算 され ます 。 

た と えば 、 

兵力 3 0 で 合戦 に の ぞ ん で 、 

最初 、 将 9 + 騎馬 8+ 鉄 砲 6+ 弓 6+( 和 足 7X6) = ニア 1 あっ た と し ます 。 
そし て 、 相 手 将 を 倒し 、 勝 っ た ね な とし ます 。 

そこ で 、 生 き 残 っ た 駒の 数 を た し ます 。 

これ が も し 40 だ っ か 場合 、 

3 0 (兵力 ) X40 ノ 71=16 

と な り 、 残 存 兵 力 は 1 6 となり ま す 。 

も ちろ ん 、 負 けた 方 は 0 で す 。 


(3) 、 戦 闘 計算 
敵 駒 と 味方 駒 が 隣接 し た 場合 の 戦闘 計算 は 次 の よう に な り ま す 。 
駒の 持つ 攻撃 力 + 地 形 十 戦 運 (0 一 8) = 
地形 は 、 城 3、 山 1 、 高 原 1 、 平 野 0、 川 一 1 と し て 計算 し ます 。 
戦 運 数 値 は ひか ら 8 ま で の 数 値 が ラン ダム に 出 ます 。 
例え ば 


味方 8 (攻撃 力 ) + 1 ( 山 ) +5 ( 戦 運 ) =14 

敵 6 (攻撃 力 ) +O (平野 ) +4 ( 戦 運 )= ニ 10 

敵 、 味 方 の 差 が 5 以内 な ら ば 負け か 方 が 後退 し ます 。 

6 以上 な ら ば 、 負 けた 方 が 消滅 し ます 。 (た だ し 、 将 は いく ら 6 以 上 の 差 
で も む 攻 撃 力 数 値 は 半分 ずつ 減少 し て いき ます 。) 

同値 の 場合 は 、 駒 の 攻撃 力 、 地 形 は 無視 し て 戦 運 だ け で 再度 ラン ダム 数 値 
を 出し ます 。 

勝っ た 方 は 攻撃 力 が 1 加算 され ます 。 

た だ し 、 最 高 は 9 で す 。 

後退 する 場合 は 下図 の よう な 順序 で 2 ヘッ クス な いし 3 ヘッ クス 後退 し ま 
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まず 、 1 の 場所 に 後退 し ます が 、 1 の 場所 に すでに 味方 銘 が いる 場合 は 2 
の 場所 に 後退 し ます 。 2 の 場所 に る 味方 釣 が いる 場合 は は の 場所 に 後退 し ま 
す 。3 の 場所 に る 味方 移 が いる 場合 は 消滅 し ます 。 

また 、 1 、2、3 に 味方 の 銘 が いな い 場 合 で も 、 相 手駒 と 隣接 する 場合 は 
消滅 し ます 。 

画面 の 端 で 戦闘 と な り 、2 ヘ ックス な いし 83 ヘッ クス 後退 し よう に も 、 後 
退場 所 が な い 場 合 (つま り 、 画 面 か ら は み だ す 場合 ) も 消滅 し ます 。 

海戦 で 後退 場所 が 島 に な る 場合 も 消滅 し ます 。 


(4) 、 天 候 条 件 
晴 、 曇 、 雨 、 猿 、 風 が あり ます 。 
画面 最上 部 に その キャ ラク タ が 表示 され ます 。 
雨 の 場合 に は 鉄砲 は 打 て ま せん 。 (この 当時 、 火 縄 銃 を 使っ て いた と いう 


こと か ら で す 。) 

起 の 場合 は お 互い に 相手 が 見 えな いも の で すか ら 、 鉄 砲 も 弓 も 使用 する こ 
と が 出来 ませ ん 。) また 、 敵 の 姿 が 見 えな く な り ま す 。 た だ し 、 隣 接する 
と 姿 を 現し ます 。 霧 から 晴 、 軒 、 雨 に な る と また 、 姿 を 現し ます 。 

風 は 海戦 の 場合 の み で す 。 

当時 は 帆船 で すか ら 、 風 が 大 い に 左 右 し まし た 。 風 の 吹い て いる 方 向 に 逆 
行 し て 進む こと は で きま せん 。 


(5) 、 鉄 砲 隊 

鉄砲 を 一 定 値 以 上 戦場 に 持っ て いく と 鉄砲 隊 の 駒 が 出 ま す 。 

鉄砲 を た くさ ん 持っ て いく と 、 鉄 砲 隊 の 数 も 増え ます し 、 ま た 、 相 手 へ の 
ダメ ー ジ も 強く な り ま す 。 

鉄砲 際 の 番 に な り ま す と 、 狙 える 相手 駒 が 順番 に 点滅 し ます の で 、 こ れ と 
思っ た と ころ で リタ ー ン キー を 押し て くだ さい 。 

天候 が 雨 、 妖 の 場合 は 使用 出来 ませ ん 。 

海戦 で は 、 火 器 を 使用 し ます 。 

海戦 の 場合 は 打っ て も 外れ る 場合 が あり ます 。 


弓 芝 

鉄砲 と 違い 、 弓 隊 は 野戦 に な る と 必ず 出 て きま す 。 

従っ て 、 内 政 フェ イズ や 行軍 フェ イズ で の コマ ンド は あり ませ ん 。 
操作 方 法 は 鉄砲 と 同じ で す 。 ま た 、 飛 距離 は 一 定 で す 。 

天候 が 邑 の 場合 は 使用 出来 ませ ん 。 


鉄砲 隊 、 弓 隊 と も 射程 距離 に 相手 が いな い 場 合 は 打つ こと は 出来 ませ ん 。 
(6) 、 奇 兵隊 
合戦 に の ぞ ん だ 武将 の 「 知 」 が 1 0 0 以上 の 場合 は 奇 兵隊 が 合戦 の 途中 に 


登場 する こと が あり ます 。 
出 て くる 場所 は 一 定 し て いま せん 。 


ほとん どの 場合 、 敵 陣 に 現れ ます の で 有効 に 利用 し て くだ さい 。 


(7) 、 兵 士 逃 亡 
将 の 「 勇 」 が 一 定 値 以下 の 場合 は 兵士 が 戦場 か ら 離 脱 す る 場合 が あり ます 。 
特に 、 秋 は 刈り 入れ 時 で す の で 、 逃 亡 す る 兵士 が 多く な り ま す 。 


(8) 、 兵 士 の 足 が す くむ 
将 の 「 信 」 が 一 定 値 以下 の 場合 は 兵士 の 足 が す くん で 、 移 動力 を 減少 し ま 
す 。 


(9) 、 合 流 

攻撃 力 が 3 以下 の 駒 ど うし は 、 合 流す る こと が 出来 ます 。 

合流 し た 駒 は 消滅 し 、 合 流さ れ た 駒 は 合計 値 の 攻撃 力 と な り ま す 。 

合流 方 法 は 3 以下 の 駒 に 近寄っ て いき 、 そ の 駒の 上 に 重 な れ ば いい わけ で 
す 。 

た だ し 、 武 将 の 合流 は 出来 ませ ん 。 

また 、 騎 馬 隊 、 鉄 砲 隊 、 弓 隊 の 合流 で も すべ て 足軽 と な り 、 移 動力 は 2 と 
な り ま す 。 

従っ て 、 鉄 砲 隊 、 弓 隊 は 合流 する と 、 も う 打 つこ と は で きま せん 。 


(10) 、 退 却 

将 の 手 番 に な っ た 時 、T キー を 押せ ば 退却 で きま す 。 

退却 場所 は 行軍 フェ イズ で 出発 し た 場所 で す 。 従 っ て 、 攻 め 込 まれ た 方 の 
退却 は 出来 ませ ん 。 あ くま で お 侵入 側 の み で す 。 

退却 する と 、 将 の 「 知 」、「 勇 」、 兵 士 の 士気 力 は 減少 し ます 。 


3 攻 域 戦 
守備 側が 籠 城 を 選択 し た 場合 は 攻 城 戦 と な り ま す 。 





( 1) 、 攻撃 側 の コマ ンド 
1 ・ 待 機 
2 ・ 移 動 
3・ 降 伏 勧誘 
4 ・ 退 却 
の 4 つが あり ます 。 


1 ・ 待 機 と は 
城 を 包囲 し 、 待 機 し ます 。 待機 す る こと に より 、 敵 城 の 強度 、 敵 将 の 統率 
力 、 敵 兵士 土気 力 が だ ん だ ん 沙 ち て いき ます 。 


2・ 移 動 と は 
敵 城 に 攻撃 を し か けた り 、 兵 の 配置 場所 の 変更 な ど を し ます 。 


3・ 降 伏 勧 読 と は 
相手 の 将 に 降伏 を 誘い か ける わけ で す 。 
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と の 場合 、 敵 将 の 「 忠 」 の 2 分 の 1 の 金 を 必要 と し ます 。 

例え ば 、 敵 将 の 「 忠 」 が 80 だ っ た と し ます と 、 こ の 2 分 の 1 、 つ まり 4 
0 の 金 が 必要 で す 。 

そう し て 、 コ ンピュータ が 1 0 0 の 男 囲 内 で ラン ダム 数 値 を だ し ます 。 

「 中 」 が 8 0 の 場合 、1 00 分 の 20 の 確率 で 敵 将 は 降伏 勧 読 に の り ま す 。 
「 中 」 が 7 0 の 場合 、1 00 分 の 30 の 確率 で 敵 将 は 降伏 し ます 。 

その 数 値 が 出 な か っ た 場合 は 賭け た 金 は 捨て た 6 こと に な り ま す 。 

そし て 、 敵 将 が 降伏 し な か っ た と し て 、 有 再び 、 攻 城 戦 と な り ま す 。 な お 、 
これ は 金 の ある 限り 何 回 勧誘 を 行っ て も か まい ませ ん 。 

従っ て 、「 忠 」 の 数 値 が 1 0 0 以上 の 場合 は 確率 が 0 で すか ら 、 降 伏 勧 誘 
は 無駄 と な り ま す 。 

敵 将 が 降伏 する と 、 そ の 領地 は 自軍 の も の と な り ま す 。 敵 将 は 目 軍 将 と な 
り 、 兵 力 は 攻撃 側 の 兵力 が その まま 残り ます 。 相 手 兵力 は 消滅 し ます 。 
つま り 、 無 血 開城 と な る わけ で す 。 


4 ・ 退 却 と は 

出発 し た 地域 へ 自軍 を 引き 上 げ る こと で す 。 

この 場合 、 敵 地 に 火 を 放っ て 引き 上 げ ま す の で 艇 城 側 の 石 高 、 産 業 が 減少 
し ます 。 

退却 し た 側 は 将 の 「 知 」、「 勇 」、 兵 士 士気 力 が 向上 し 、 般 城 し た 方 は 逆 
に 減少 し ます 。 ] 

また 、 攻 城 戦 は 全部 で 1 5 ター ン を 行い ます が 、 こ れ を 越え た 場合 も 、 途 
中 退却 も 同じ 条件 で す 。 


(2) 、 城 の 強度 に つい て 
城 の 強度 は 最高 が 5 で す 。 
守 城 の 場合 、1 5 ター ン ま で に 必ず 強度 1 が 減少 する よう に な っ て いま す 。 
強度 が 0 に な っ た 場合 は 沙 城 で す 。 
落城 し た 場合 、 そ の 地域 は 攻 城 軍 の も の と な り ま す 。 


(3③) 、 和 前 城 側 コマ ンド 


1 ・ 待 機 
2・ 移 動 
の 2 つが あり まみ 5 


1 ・ 待 機 と は 

限度 の 1 5 ター ン を 過ぎ る の を 待つ か 、 或 は 敵 の 途中 退却 を 待つ こと を 意 
味 し ます 。 

この と と に より 、 兵 の 損耗 を 防ぐ こと が 出来 ます 。 


2 ・ 移 動 と は 
守 城 中 、 気 が 変わ り 、 秀 城 か ら 一 転 、 攻 撃 に 移る 場合 を さ し ま す 。 
この 場合 も 敵 将 を 倒す と 、 勝 と な り ま す 。 


(4 ) 、 攻 城 戦 の 駒 数 、 戦 闘 計算 
守 城 側 に は 、 鉄 砲 隊 が 登場 し ます が 、 城 か ら 出 る と 、 足 軽 に な り ま す 。 
また 、 攻 城 側 に は 鉄砲 隊 は 出 ま せん 。 
弓 隊 は 双方 と お 出 ま せん 。 
な お 、 守 備 側 は 7 駒 、 攻 撃 側 は 8 駒 に 設定 され て いま す 。 
また 、 戦 闘 計算 は 
攻撃 力 十 地形 十 戦 運 (0 一 B ほ まで の ラン ダム 数 値 ) = 
に よっ て 計算 し ます の で 、 野 戦 の 場合 と 同じ で す 。 
た だ し 、 野 戦 の 場合 と 違う と ころ は 、 
戦力 差 が 5 以下 の 場合 で も 後退 は な く 消 減 致 し ます 。 
従っ て 、 1 点 で も 少な い 方 が 消滅 し ます 。 
同値 の 場合 は 再度 ラン ダム 数 値 を 出す こと は いう まで も あり ませ ん 。 


(5) 、 攻 域 戦 の 地形 
城 対 山 


城 対 高原 

の 場合 、 城 側が 5、 山 、 高 原 側 は 1 と な り 、 地 形 の 差 は 4 と な り ま す 。 
野戦 の 場合 、 高 い 位置 に 軍 が いる 方 が 有利 で す が 、 城 攻め の 場合 、 山 の 上 
の 更に その 上 に 城 が ある 場合 は 堅 城 と いう こと で 、 こ うい うと と に し まし た 。 
城 対 川 

城 3 に 対し 、 川 マイ ナス 1 で すか ら 、 こ れる 地形 差 は 4 で す 。 

城 対地 底 

城 3 に 対し 、 地 上 底 マ イナ ス 1 で すか ら 、 こ れる 地形 差 は 4 です 。 

城 対 平野 

城 3 に 対し 、 平 野 0 で すか ら 地 形 差 は は で す 。 

従っ て 、 我 責め ( ガ ゼ メ ) され る 場合 は 、 よ ぼ ほど の 戦力 差 が な いと 、 攻 域 
は 難し いと いえ ます 。 


守 : 城 側が 待機 か ら 一 転 し て 攻撃 に 移っ た 場合 は 開城 し て の 戦闘 と いう こ 
で 、 城 1、 山 1 、 高 原 1 、 川 マイ ナス 1 、 平 野 0 と し て カウ ント し ます 。 


第 五 草 包囲 フェ イズ 


合う 城 ( 線 で つなが っ て いる ) が 全て 敵 軍 の 城 と な っ た 場合 、 孤 立 無援 と な 
り 、 そ の 城 は 陥落 し ます 。 陥 落し た 城 は 、 単 独 の 城 と な り 、 色 は 黒色 と な り ま す 。 
一 方 、 そ の 孤立 無援 の 城 を 全て 味方 の 軍 で 包囲 する と 、 調 略 が 成功 し 、 味 方 の 


城 と な り ま す 。 


た と えば 、 1 の 吉田 郡山 城 が プレ イヤ ー の も の で 、2、3、5、6 が 敵 軍 の 城 
(黒色 の 単独 軍 も 含む ) で あれ ば 、 1 の 城 は プレ イヤ ー の も の で な くだ な り 、 単 独 
軍 と な り ま す 。 だ 毛利 元 就 の シナ リオ の 場合 、 本 拠 城 で すか ら 、 ゲ ー ム オー バー と 


な り ま す 。 
また 、 主 人 公 が 本 拠 を 移動 し 、 他 の 城 へ いて 、 そ の 城 を 敵 軍 に 忌 囲 さ れる と 、 


ゲー ム オ ー バ ー に な り ま す 。 


次 の 例 で す が 、 
1 3 の 城 が 単独 軍 ま た は 敵 軍 の 城 と し ます 。 そ し て 、6 と 1 4 の 城 が ブレ イヤ 
ー の も の で あれ ば 、 そ の 1 3 の 城 は 包囲 し た こと と な り 、 ブ レイ ヤー の も の と な 


り ま す 。 


第 二 部 「 日 本 シリ ー ズ 」 
概要 


第 一 部 か ら 第 二 部 へ の 移行 は 、 
1 、1570 年 春 に な る と 、 自 動 的 に 移行 する 場合 
2、1570 年 以前 に た プレ イヤ ー の 意志 で 移行 する 場合 
が あり ます 。 ] 
ー 部 で は 、 織 田 軍 と 天下 分 け 目 の 決戦 を する わけ で す が 、 そ の 順序 は 次 の と 
お り で す 。 
1 、 自 軍 武 将 の 中 か ら 7 名 の 武将 を 選出 する 。 
ゥ 、 兵 を 第 一 番 隊 か ら 第 七 番 隊 まで に 振り 分 ける 。 
3、 鉄 砲 を 第 一 番 隊 か ら 第 七 番 隊 ま で に 振り 分 ける 。 
以上 で 準備 フェ イズ が 終わ り 、 い よい よ 決 戦 フ ェ イ ズ と な り ま す 。 
それ ぞ れ 双方 の 第 一 番 隊 が 出 て 戦い ます 。 
勝っ を ほう は 残り 、 相 手 側 の 第 二 番 隊 の 現有 戦力 で 戦い ます 。 
と うし て 、 ど ちら か の 第 七 番 隊 の 主将 が 破れ る まで 戦い 、 雌 雄 を 決し ます 。 


準備 フェ イズ 


へ 





1 、7 名 の 武将 選出 


主将 (主人公) は 必ず 第 七 番 隊 と し て 出場 し ます 。 


クン 


従っ て 、 第 一 番 隊 か ら 第 六 番 隊 まで の 武村 を 選出 し ます 。 


まず 、 


さい 


第 1 番 隊 の 将 を 選ん で くだ 


と 表示 


され ます 。 


示さ れ て いま す 。 


に 表 
覧 表 が スク ロ 


す が 下 覧 


目 軍 武 1 


ー ル し ます 。 


で 下 


っ た と ころ で 
こう し て 第 一 番 隊 か ら 


Z・X キ ー 


田 
2 じい 


決定 し ます 。 
ぴ び ま す 。 


将 が 


選 


さい 。 
場 選 手 を 


だ 
ご 


キー を 押し て く 
導 番 隊 ま で 


ン 
第 


リタ ー 


の 出 


ヾ 


br 
CC 


w 


の あと 


よろ し いで すか Y グ N 


で 


これ 
と 表示 され ます 。 


良い 場合 は Y を 、 変 更 し た い 場 合 は N を 入力 し て くだ さい 。 


N を 押し た 場合 、 
第 何 番 隊 を 変更 し ます か HIT 1 一 5 KEY 
と 表示 され ます の で 1 か ら 6 ま で の 数 値 を 人 力 し て くだ さい 。 
そう し て 、 再 び 、 下 覧 家 を スク ロー ル さ せ 、 思 っ た と ころ で リタ ー ン キー を 
押し て くだ さい 。 こ うし て 、 選 手 の 変更 は 、 い くら で も る 可能 で す 。 


、 兵 力 の 配分 


第 一 部 の 自軍 兵力 を コン ビュ ー タ が 自動 的 に 総合 計 し て 第 二 部 へ 移行 し ます 。 
従っ て 、 第 一 部 で の 兵力 は 多い ほど よい わけ で す 。 
これ を 1 0 0 分 率 に し て 各 隊 を 14% か ら 15% に あら か し じ め 設 定 し て 表示 
され ます 。 
兵 の 配分 は 、 こ れ で よろ し いで すか Y グ N 
と 表示 され ます 。 
Y を 押す と 、 鉄 砲 隊 の 配分 へ 移行 し ます 。 
N を 押す と 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 各 隊 の 兵 の 配分 を 変更 で きま す 。 
っ キー で カー ソル が 移動 し ます 。 
なぐ の 6 、 
tf + キ ー を 押す と 5 が 変更 され る と 同時 に 兵力 も 5% に あわ せ て 変更 され ます 。 
人 トキ ー が % を あげ 、 ル キー が 光 を さげ ます 。 
な お 、 数 値 を 下げ て る 1 0%% 未 満 に は な り ま せん 。 
すべ て が これ で よい と 思っ た と き に 、 
E キー を 押す と 兵力 の 配分 が 完了 し ます 。 
も ちろ る ん 、 総 合計 が ちょ うど 100% に な つて いな いと 、 完 了 し ませ ん 。 


、 鉄 砲 の 配分 


第 一 部 の 自軍 鉄砲 を コン ビ ピュー タ が 自動 的 に 総合 計 し て 第 二 部 へ 移行 し ます 。 


従っ て 、 第 一 部 で の 鉄 念 は 多い ほど よい わけ で す 。 
これ を 1 00 分 率 に し て 各 隊 を 1 4% か ら 1 5% に あら か じ め 設 定 し て 表示 
され ます 。 
鉄砲 の 配分 は 、 こ れ で よろ し いで すか Y/N 
と 表示 され ます 。 
Y を 押す と 、 つ ぎ へ 移行 し ます 。 
N を 押す と 、 あ ら か じ め 設 定 さ れ た 各 隊 の 鉄砲 の 配分 を 変更 で きま す 。 
っ キー で カー ソル が 移動 し ます 。 
思 ぁ た と こと ろ で 。 
ft + キー を 押す と % が 変更 され る と 同時 に 鉄砲 も % に あわ せ て 変更 され ます 。 
ft キー が % を あげ 、 サ キー が % を さげ ます 。 
な お 、 数 値 を 下げ て も 1 0 % 未 満 に は な り ま せん 。 
すべ て が これ で よい と 思っ た と き に 、 
じ キ ー を 押す と 鉄砲 の 配分 が 完了 し ます 。 
も ちろ ん 、 総 合計 が ちょ うど 100% に な つて いな いと 、 完 了 し ませ ん 。 


完了 
これ で 準備 フェ イズ は 完了 で す 。 
すべ て 完了 し まし た 。 こ れ で よろ し いで すか Y ノ ズ N 
と 表示 され ます 。 
Y を お す と 、 い よい よ 決 戦 フ ェ イ ズ に 入り ます 。 
N を 押す と 、 
すべ て を や りな お すこ と と な り ま す が よ ろ し いで すか Y ノ ズ N 
と 表示 され ます の で 、Y を 押し 、 も うい ち ど 武 将 の 選定 か ら や りな お すこ と 
が で きま す 。 


第 七 章 決戦 フェ イズ 


準備 フェイ ズ で 決め た 武将 、 兵 力 、 鉄 砲 数 に より 、 双 方 の 第 一 番 隊 か ら 、 戦 っ 
て いき ます 。 

敵 将 を 倒せ ば 、 敵 将 の 第 二 番 隊 が 入れ 替わり 登場 し て きま す 。 

も ちろ ん 、 こ ちら の 将 が 倒れ れ ば 、 第 二 番 隊 の 将 が 登場 し ます 。 

こう し て 、 ど ちら か の 第 七 番 隊 の 主将 が 倒れ る まで 勝ち 抜き 戦 を 行い ます 。 


駒 は 全部 で 9 駒 登 場 し ます 。 

た だ し 、 

武将 の 「 武 」 と 「 知 」 の 合計 値 が 一 定 値 以上 で す と 、 鉄 砲 隊 駒 が 1 つ 追 加 さ れ 
ます 。 

武将 の 「 信 」 と 「 仁 」 の 合計 値 が 一 定 値 以上 で す と 、 弓 隊 駒 が 1 つ 追 加 さ れ ま 
す 。 

武 持 の 「 勇 」 と 「 忠 」 の 合計 値 が 一 定 値 以上 で す と 、 騎 馬 隊 駒 が 1 つ 追加 され 
ます 。 

従っ て 、 最 高 で 1 2 駒 登場 し ます 。 

これ 意外 に 「 知 」 が 一 定 値 以 上 あれ ば 、 奇 兵隊 が 合戦 途中 で 登場 する 場合 が あ 
り ま す 。 (これ は 第 一 部 と 同様 で す ) 


移動 方 法 、 戦 い 方 な ど は 第 一 部 の 野戦 の 場合 と ほぼ 同じ で す 。 

以下 、 第 一 部 と 違う 点 を 列記 し ます 。 

1 、 退 却 は で きま せん 。 

2 、 先 攻 、 後 攻 は ラン ダム に 決ま り ま す 。 

3、 勝 っ た 方 は 、 次 に 出 て くる 相手 と の 兵力 に より 、 再 度 計算 し な お し 数値 
と な り 、 ま た 、 た と え 5 つ の 駒 が 残っ も と し て も 、 再 び 全 部 の 駒 に な っ て 登 
場 し ます 。 

4 、 航 城 は な く 野戦 の み で 、 洒 戦 あ ありま せん 。 

5 、 陣 形 も 選定 で きま せん 。 

6 、 鉄 砲 隊 の 成 力 (効果 ・ 相 手 へ の ダメ ー ジ 数 値 ) は 第 一 部 と 違い ます 。 


第 二 部 の セー プ の 方 法 


二 部 の セー プ は 
セー ブ 4 
セー プ 5 
セー プ 6 

の 3 つが あり ます 。 


味方 釣 の 移動 点滅 中 に S キー を 押し て くだ さい 。 
どの 駒の 場合 で も 可能 で す 。 
する と 、 
何 番 へ セー ブ し ます か (HIT 4ー6 KEY) 
と 表 志 され ます の で 、4 か ら 6 ま で の 数 値 を 選ん で 入力 し て くだ さい 。 
例え ば 、4 を 押す と 、 
4 番 へ デー タ を セー プ 致 し ます 。 
と 表示 し た あと 、 デ ー タ を セー プ し て いき ます 。 
この あと 、 
マダ (の 0 ベジ ーー ツ ツク グミ スル パグ WMN 
と 表示 され ます 。 
Y を 押す と ゲー ム の 続き が で きま す 。 


12、 


第 八 章 城 一 覧 


、 吉 田 郡山 城 広島 県 高田 郡 吉田 町 


毛利 氏 代 々 の 城 。 毛 利 元 就 が 迎え られ 、 中 興 の 英 主 と な る 。 元 就 の 孫 ・ 灯 元 
は 広島 城 を 築き 移 城 。 


、 安 芸 小倉 城 広島 県 山県 郡 大 朝 町 


吉川 氏 の 本 城 。 毛 利 元 就 の 二男 ・ 元 春 が 格子 に 迎え られ る 。 


、 日 山城 広島 県 東 広島 市 


平 質 氏 代 々 の 城 


、 木村 城 広島 県 竹原 市 


毛利 元 就 の 三男 ・ 隆 景 が 迎え られ る 。 水軍 を 持っ て いた 。 


、 銀 山城 広島 市 


当時 、 武 田 氏 は 、 甲 斐 の 武田 、 若 狭 の 武田 、 安 芸 の 武田 の 三 つ が あっ た 。 鎌 
倉 時 代 か ら 続い た 安芸 の 名 門 ・ 武 田 は 大 内 氏 に よっ て 滅ぼさ れる 。 


、 比 裕 尾 城 広 伺 県 三次 市 


三吉 氏 の 城 


、 桜 尾 城 広島 県 廿日市 市 


山陽 ・ 津 和 野 街道 の 要 地 


、 ど と 明 城 島根 県 江津 市 


石見 銀山 が 近く に ある 


、 赤 穴 城 島根 県 飯石 郡 赤 来 町 


赤穴 氏 の 城 

、 三刀屋 城 島根 県 飯石 郡 三刀屋 町 

三刀屋 氏 の 城 

、 日 鹿城 島根 県 松江 市 

月 山 富田 城 の 防衛 拠点 城 。 毛利 は 城 が 落ち な いた め 、 穴 を 掘っ て 城 に 侵入 
し よう と 試み た 。 そ れい 気付 いた 城 側 も 穴 を 掘り は じ め た た め 、 ト ン ネ ル 
の 中 で 合戦 が 行わ れ た と いう ユニ ー ク な 城 

月 山 冨 田城 馬 根 県 能 義 郡 広 瀬 町 

山陰 の 顎 者 ・ 尼 子 の 本 城 


13、 ハ ツ 寿 城 広島 県 府中 市 
杉原 氏 の 本 城 

14、 神 辺 城 広島 県 深 安 君 神辺 町 
径 町 時 代 の 典型 的 な 城 

15、 岡 山城 岡山 市 
金光 氏 居 城 

16、 治 城 岡山 市 
宇喜多 直 家 の 本 拠 城 

17、 備 中 高松 城 岡山 市 
羽柴 秀吉 の 水 攻 めで 有名 。 
毛利 側 の 城主 ・ 清 水 宗治 は 織田 方 の 降伏 勧 務 を 蹴り 、5000 の 兵 で 艇 城 
する 。 対 する 秀吉 は 、 大 軍 で 城 を 囲ん だ 後 、 付 近 を 流れ る 足守 川 を せき と 
め 、 堤 防 を 作り 、 高 松 城 の まわ り へ 水 の 流 れ を か えさ せ 、 城 を 水 び た し に 
し て 包囲 作戦 を と っ た 。 堤 防 の 長 さ は 3 km、 高 さ 7m、 坦 防 の 断面 の 台 
形 の 底辺 2 1 m、 上 辺 10m と いう 大 規模 な 工事 で ある 。 お 毛利 軍 は 援軍 を 
さ し む けた が 、 相 手 が 大 軍 で あり 、 救 援 し よう に も 水 の 中 の 城 で あり 、 ど 
うす る こと も 出来 ず 、 対 じ 状 態 が 続い た 。 
こう し た 折り 、 明 還 光 秀 の 謀反 で 信長 が 死に 、 秀 吉 は 急きょ 引き 返さ ざる 
を えな く な っ た 。 一 方 の 毛利 側 は まだ 信長 の 死 を 知ら な いで いた 。 
秀吉 は 清水 宗治 の 切腹 を 条件 に 急きょ 毛利 側 と 和議 を 結ん で 、 大 坂 へ 引き 
返し 、 明 割 光秀 を 討つ の で ある 。 
城主 ・ 清 水 宗治 は 敵 、 味 方 の 見 守る 中 、 湖 上 に 舟 を 出し 、 

愛 世 を ば 今 こ そ 渡 れ 武士 の 名 を 高松 の 台 に 残し て 

と いう 辞世 の 歌 を 詠ん で 、 み ご と 切腹 し て 困 て た 。 
な お 、 清 水 家 は 長く 毛利 の 重臣 と し て 宋 え た 。 

18、 備 中 松山 城 岡山 県 高梁 市 


三村 氏 の 居城 
19、 議 葉 城 岡山 県 新 見 市 
三村 氏 の 城 


20、 新 宮城 島根 県 能 馬 郡 


2 1 、 


フグ 、 


2 、 


2 4、 


グ 5 、 


26、 


2 イィ 、 


26、 


尼子 の 強力 軍団 ・ 新 宮 党 の 本 拠 
神楽 尾 城 岡山 県 津山 市 
宇喜多 ・ 毛 利 の 和 争奪 城 
打 吹 山城 鳥取 県 倉吉 市 

山名 氏 の 城 
鳥取 城 鳥取 市 
羽柴 秀吉 の 「 渦 殺し 」 (か つえ ご ろ し ) で 有名 。 秀 吉 は 先 に その 土地 の 米 
を 買い 占め 、 そ の 後に 進軍 。 2 万 の 大 軍 で 包囲 し た 。 吉 川 経 家 が 守る 元 城 
軍 は 兵 と 町 民 ・ 鹿 民 あ わせ て 4000。 秀 城 す る こと 2 ケ月 。 食べる も の 
が な く 、 木 の 根 、 草 の 葉 な ど を 食べ て 厨 え た が 、 し まい に は 、 近 親 が 敵 の 
銃弾 に 倒れ て 重傷 を お っ た も の を 、 早 く 死 な せ て 音 痛 を 少な が くす る と いっ 
て 殺し 、 そ の 肉 を 食べ を と いわ れる 戦国 最大 の 無惨 な 航 城 戦 で あっ た 。 
な お 、 秀 吉 側 は 城主 の 助命 る する と いっ か た 条件 を 出し た が 、 経 家 は これ を 
拒否 し て 切腹 、 開 場 し た 。 

上 月 城 兵庫 県 佐用 郡上 月 町 

山中 鹿 介 が 尼子 を 再興 し よう と し か た 城 で 有名 

三木 城 兵庫 県 三木 市 

「 三 木 の 千 級 し 」 (ひご どろ し ) と し て 有名 。 

毛利 側 の 城主 ・ 別 所 長治 は 盤 城 作戦 を と っ た 。 対 する 秀吉 は 忌 囲 作戦 で あ 
る 。 毛利 軍 は 水軍 を 使っ て 兵糧 を 送り 込 も うと し た が 、 秀 吉 方 の 監視 が 厳 
し く 成 功 し な か っ た 。 城 兵 は 草の根 や 軍馬 も 食べ た と いう 。 

別所 長治 は 、 兵 士 の 助命 を 選 い 、 

今 は た だ 恨み も あら ず も ろ 人 の 命 に 代 る わが 身 と 思 へ ば 

と 辞世 の 歌 を 詠ん で 切腹 し 、 開 城 し た 。 
播州 日 幡 城 兵庫 県 赤穂 郡上 郡 町 
赤松 氏 の 城 
青 影 城 広島 県 因島 市 
村上 三島 の 一 つ 
能 島 城 愛媛 県 越 加 郡 宮 和 経 町 
村上 三島 の 一 つ 。 秀 吉 の 四国 征伐 で 、 名 将 ・ 小 早川 隆景 が 数 百 そ う の 小 舟 


に 表 わ ら を 算 ん で 、 火 を 放ち 、 測 の 流れ に の せ て 島 に ぶっ つけ 、 さ す が の 
海賊 人 将軍 も ここ に 終り を みた と いう 。 
29、 丸 屋 城 広島 県 安芸 郡 漬 刈 町 
水軍 城 
30、 宮 尾 城 広島 県 佐伯 郡 宮島 町 
毛利 元 就 が 陶 晴 質 と 対決 する た め に 築い た 城 。 毛 利 軍 4000 が 村上 水軍 
の 応援 を えて 、 陶 2 万 の 大 軍 を 打ち 破っ た 戦国 史 に 名 を 残す 合戦 が あっ た 。 
3 1 、 村 上 館 山口 県 大 島 郡 大 島町 
村上 水軍 の 城 
32、 来 島 城 愛媛 県 今治 市 
難 攻 不 湾 の 村上 水軍 城 
33、 宇 屋 城 兵庫 県 津名 郡 淡路 町 
織田 ・ 毛 利水 軍 の 攻防 城 
34、 横 山城 山口 県 岩国 市 
35、 若 山城 山口 県 徳山 市 
陶 氏 の 本 拠 城 
36、 右 田 岳 城 山口 県 防府 市 
37、 三 本 松 城 山口 県 津和野 市 
現 津和野 城 
38、 萩 城 山口 県 衝 市 
吉見 氏 の 城 
39、 繁 山 館 山口 市 
大 内 氏 の 本 拠 
40、 長門 勝山 城 山口 県 下関 市 
41、 門 司 城 北九州 市 門司 区 
大 内 、 大 友 の 当 二 城 
42、 長 野 城 北九州 市 小倉 区 
43、 立 花城 福岡 県 灯 屋 郡 久山 町 
博多 湾 を 抑え る 要衝 。 大 友 、 毛 利 の 争奪 城 
44、 高 祖 城 福岡 県 糸島 郡 前 原町 


45、 宝 満 城 福岡 県 筑紫 郡 太宰 府 町 
大 友 、 毛 利 の 争 故 城 
46、 村 中 城 佐賀 市 
竜 造 寺 の 本 拠 城 
47、 秋 月 城 福岡 県 甘木 市 
羽 貯 秀吉 に 家宝 の 余 器 を 献上 し た と いわ れる 
48、 中 津 城 大 分 県 中 津 市 
49、 柳 河 城 福岡 県 柳川 市 
大 友 、 竜 造 寺 の 争奪 城 
5 0 、 隅 府 城 熊本 県 鹿本 郡 菊 鹿町 
肥後 の 名 門 ・ 菊 池 氏 の 本 拠 城 
5 1 、 宇 土 城 熊本 県 宇土 市 
52、 岡 城 大 分 県 竹田 市 
土井 晩 到 作詞 、 滝 廉太郎 作曲 の 「 荒 城 の 月 」 で 知ら れる 城 
53、 府 内 城 大 分 市 
54、 杵 築城 大 分 県 杵築 市 
5 5 、 上 原 館 大 分 市 
大 友 氏 の 本 拠 
56、 臼 杵 城 大 分 県 臼杵 市 
大 友 義 鎮 の 隠居 城 
57、 佐 伯 城 大 分 県 佐伯 市 
58、 延 岡城 宮崎 県 延岡 市 
大 友 、 島 津 の 争奪 城 。 
「 千 人 組 し の 石 」 が ある と いわ れる 。 城 が 危急 に ひん し た と き 、 和 石垣 の 底 
の 部 分 を は ず せ ば 、 上 方 の 巨大 な 石 が 転がっ て き て 、 攻 め 寄 せる 敵 を 千 人 
も 報せ る と いう も の 。 
5 9 、 大 洲 城 愛媛 県 大 洲 市 
石垣 を 積ん で も 積ん で も 崩れ る の で 、 美 女 を 人 柱 に し た と いう 「 美 女 の 人 
柱 伝説 」 が ある 。 
6 0、 黒 瀬 城 愛媛 県 東宇和 郡 宇和 町 


6 1 、 


5 2、 


5 3、 


6 4 、 


6 5、 


6 6、 


5 7 、 


5 8、 


6 9 、 


7 OU 、 


7 1、 


ィ 7 、 


7 づ 、 


西園 寺 氏 の 本 拠 城 

宿毛 城 高知 県 宿毛 市 
宿毛 氏 の 城 

中 村 城 高知 県 中 村 市 

一 条 氏 の 城 

湯 築城 愛媛 県 松山 市 
伊予 の 名 族 ・ 河 野 氏 の 本 拠 。 
伊予 は 大 内 、 大 友 、 毛 利 、 長 宗 我 部 な ど が 介 人 し 、 串 を 争っ た 。 
高尾 城 愛媛 県 西条 市 
財田 城 香川 県 三豊 郡 財田 町 
財田 氏 の 城 

羽 床 城 香川 県 綾歌 郡 綾 上 町 
羽 床 氏 の 城 

重 清 城 徳島 県 美馬 郡 美 馬 町 
重 清 氏 の 城 

勝瑞 城 徳島 県 板野 郡 藍住 町 
十 河 氏 の 城 

海部 城 

海部 氏 の 城 

安芸 城 高知 県 安芸 市 
安芸 氏 の 本 拠 

朝倉 城 高知 市 

本 山 氏 の 城 

本 山城 高知 県 長岡 郡 本 山 町 
本 山 氏 の 本 拠 城 

岡 豊 城 高知 県 南国 市 
四国 統一 を 成し遂げ た 長宗 我 部 元 親 の 本 拠 城 


第 九 章 大 名 達 の て エピソード 


毛利 元 就 


元 就 弓 矢 の 遺訓 

越 度 も 申し 候 て も 、 毛 利 と 申す 名 字 の 儀 、 涯 分 末 代 まで も す た り 候 は ぬ よ うに 件 
心がけ 、 御 心遣い 肝心 まで に て 候 へ く 候 。 

元春 ・ 際 景 の こと 、 他 名 の 家 を つが る る こと 候 。 し か り と いえ ども これ は 誠 の 
と う ざ の 物 に て こそ 候 へ 、 毛 利 の 二 字 、 あ だ お ろか に も お ば し めし 忘却 候 て は 、 
一 円 曲 な きこ と に 候 。 な か な か 申す も お ろか に て 候 べ く 候 。 

申す こと 古く そう ら え ども 、 い よい よ も っ て 申し 候 。 三 人 の 中 少し に て も か け こ 
へ だ て る も 候 は ば 、 た だ た だ 三 人 御 滅亡 と お ぼ し め さ る べく 候 べ く 候 。 


何 度 も いう よう だ が 、 毛 利 と いう 名 字 は 末 代 まで 続く よう に 心がけ て くれ 。 

二男 の 元春 は 吉川 を 、 三 男 の 隆 景 は 小早川 と いう 他 の 名 字 の 家 を つぐ こと に な 
っ た が 、 こ れ は 当座 の こと だ か ら 、 決 し て 毛利 の 二 字 を お うろ そ か に し て は な ら な が 
い 。 も し 、 三 人 が 少し で も 仲 た な が いす る よう だ と 、 三 人 が 滅する も の と 思え 。 


これ は 、 毛 利 元 就 「 訓 戒 十 四 ケ 梨 」 の 中 の 一 節 で ある 。 

毛利 元 就 が 臨終 の と き 、 三 人 の 息子 達 に 三 本 の 矢 を 束 に し て 、 折 る こと を 試さ 
せ た エ ビ ソ ー ド と し て 、 今 日 まで 残っ て いる 。 
一 本 の 矢 は た や すく 折れ た 。 二 本 を 東 に し て も 折れ た 。 だ が 、 二 本 を 束 に し た 矢 
は 誰 に も 折る こと が で き な か っ た 。 二 人 が 仲違い せ ず 、 結 束 す る こと に より 、 毛 
利家 は 存続 する と いっ た 教え で 、 元 就 が 三 人 の 息子 達 に 己 矢 を 例 に し て 教訓 を 与 
えた の で ある 。 

黒沢 明 監 督 の 映画 「 乱 」 は 、 毛 利 元 就 と 三 人 の 皿 子 達 及 げ シ ェ ー ク スピ ビア の 「 
リア 王 」 を 素材 に し た と いわ れる 。 

元 就 に は 三 人 の 息子 達 が いた 。 長 男 の 隆 元 、 二 男 の 元春 、 三 田 の 陸 思 で ある 。 
長男 は 尼子 攻め の 際 、 途 中 寄っ た 城 で 食中毒 に あい 、4 1 才 で 死ん で いる 。 


父親 の 元 就 の 方 が 長生 き を し て いる の だ か ら 、 こ の エピ ソー ド は つじ つま が る あ 
わな い が 、「 元 就 訓 戒 十 皿 ケ 条 」 を 後世 の 人 が も っ と も らし く 作 りあ げた も の で 
あろ う 。 

元 就 の 死に よっ て 、 隆 元 の 長男 。 輝 元 が 毛利 家 を つぐ こと に な る 。 
叔父 の 元 森 、 際 景 は この 輝元 を た て て 、 三 人 が 結束 し 、 中 国 を 平定 、 九 州 の 大 友 
氏 、 四 国 の 長宗 我 部 氏 と 戦い 、 艇 吉 と 対決 し た の で ある 。 

「 本 能 寺 の 変 」 に よる 信長 の 死後 も 秀吉 と 和 し 、 秀 吉政 権 で は 、 元 は 安芸 国 
以下 7 ケ 国 ・ 1 20 万 石 の 大 大 名 と し て 重き を な す の で ある 。 

「 関 ヶ 原 」 の 戦い で は 、 石 田 三成 側 に つい て 、 防 長 2 ケ 国 の 3 6 万 石 に な っ た が 、 
これ る 吉川 広 家 (元春 の 三男 ) が 徳川 家康 に 頼ん で 、 毛 利家 が 存続 する の で ある 。 
( 広 家 は 「 関 ヶ 原 の 役 」 で 家康 に 内 通し て いた ) 
そう し て 300 年 後 、 明 治 維新 で は 、 毛 利 公 勲 家 と し て 残り 、 ま た 、 家 臣 で は 、 
桂 小 五郎 ( 後 の 木 戸 孝 陰 ) 、 高 杉 晋 作 、 伊 藤 博 文 、 山 県 有朋 な どの 明治 の 元 勲 を 
出す に 至る の で ある 。 (この ゲー ム に 出 て くる 桂 元 浴 は 、 お そら く 桂 小 五 郎 の 祖 
先 だ と 思わ れる 。・・・ 違 っ て いた ら ゴ メン ナ サ イ ) 

数 多い 戦国 群雄 の 中 で これ ほど 家 を 長く 存続 緊 貯 させ た 大 名 で 毛利 の 右 に 出る 
も の は いな い 。 
徳川 、 島 津 、 伊 達 、 前 田 を 凌ぐ の で あぁ る 。 

これ も ひび ひとえに 、 元 就 の 遺訓 と 、 こ れ を 忠実 に 守っ た 元春 。 隆 景 の 買 さ に 他 な 
ら な い 。 


毛利 元 就 年 譜 


1497 毛利 弘 元 の 二男 と し て 出生 。 

1517 初陣 で 武田 元 繁 を 滅ぼす 。 元 就 は 僅か 三 千 買 の 猿 掛 山城 主 に 過ぎ な か 
っ た が 、 こ の 時 の 活躍 に より 、 安 芸 に 元 就 あ り と 知ら れる よう に な る 。 

1523 毛利 の 本 家 の 長 男 と その 息子 の 病死 に より 、 毛 利 本 家 に 迎え られ る 。 
時 に 元 就 2 7 才 。 

1540 2 万 の 大 軍 の 尼子 軍 に 攻め られ る が 、30 0 0 の 兵 で 郡山 城 に 秀 城 し 、 
これ を 防ぐ 。 


1544 三男 毛利 隆景 、 小 早川 氏 を 弓 ぐ 。 
1547 二男 毛利 元春 、 吉 川 氏 を 嗣 ぐ 。 
1555 「 上 厳島 の 戦い 」 で 陶 晴 賢 2 万 の 大 軍 を 4000 の 兵 で 破る 。 晴 質 敗 死 。 
1557 際 元 、 元 春 、 際 景 の 三 兄弟 に 教訓 状 を 与え る 。 
1561 毛利 軍 、 大 友軍 、 筑 前 で 激突 。 
1566 尼子 を 滅ぼす 。 月 山 富田 城 開城 。 
1571 郡山 城 に 流す 。 7 5 才 。 
1577 秀吉 、 中 国 征 覇 の た め 姫 路 へ 人 る 。 
毛利 軍 、 長 宗 我 部 軍 伊 予 で 激突 。 


尼子 家 


尼子 晴久 の 祖父 ・ 経 久 は 、 戦 国 大 名 の は し り で 、 北 条 早 守 と 並び 称 さ れる 武将 
で ある 。 

経久 一 代 で 、 徒 手 空 拳 、 生 浪 の 身 か ら の し あがり 、 山 陰 ・ 山 陽 1 1 か 国 の 大 大 
名 に な っ た 。 

孫 の 晴 久 は 病身 の 祖父 の いま し め を 聞か ず 、 和 毛利 攻め (1540 年 ) を 行っ た 
た め 、 元 就 ・ 大 内 連合 軍 の 般 城 作戦 に 破れ 、 以 後 、 衰 退 の 歴史 を た どっ て いく の 
で ある 。 

晴久 の 死後 、 長 子 ・ 義 久 は 毛利 軍 の 絵 攻 撃 に あい 、 富 田城 開城 (1566 年 ) 
と な る 。 

尼子 家 の 再 興 を 図る ろう と する 山中 鹿 之 介 幸 盛 は 尼子 勝久 を 泰 じ て 、 山 除 へ 婦 い 
戻る が 、 毛 利 軍 に 退け られ て 京 へ 逃げ る 。 こ の と き 、 織 田 信長 、 羽 柴 秀 吉 の 助け 
を か り て 、 播 磨 上 月 城 に 入る 。 し か し 、 上 月 城 も 毛利 軍 3 万 に 攻め られ 、 足 勇 の 
士 ・ 鹿 之 介 も ここ に 命運 つき た 。 

嘘 か 本 当 か 知ら な い が 、 真 田 - 十 勇士 の よう に 、 尼 子 に お 尼子 十 男 華 と いう の が 
ある 。 葉 浪 和 之 介 、 破 骨 障 子 介 、 川 岸 柳 介 な ど 、 鹿 之 介 に ちな ん で 、 皆 、 介 が つ 
く か ら 面 日 い 。 

山中 鹿 之 介 は 、 剖 川 大 膳 と いう 武 持 と 一 騎 打 ち を し て 勝っ て いる 。 毛 利 軍 と 尼 


子 軍 の 合戦 が こう ちゃ く 状 態 の と き 、 大 膳 は 名 前 を 狼 之 介 に 変え 、 か ね て か ら 武 
名 の 高い 鹿 之 介 に 、 包 と 鹿 の - 一 騎 打 ち を や ろう と 呼び が けた 。 こ れ に 呼応 し た 鹿 
之 介 は 両 軍 の 見 守る 中 で 一 騎 打 ち を し た の で ある 。 「 ヤ アヤ ア 、 遠 か らん 者 は 
音 に も 聞け 、 我 こそ は ・・・」 な ど と 、 古 式 加 か な あり さま が 、 想 像 で きる と い 
う も の で ある 。 

さて 、 尼 子 軍 に は も う ひ と つ 面 白い 話 し が ある 。 

月 山 冨田 城 の 支城 ・ 日 鹿城 で ある 。 尼子 側 の 磐城 に 攻め あぐね た 毛利 側 は 、 地 
下 を 掘っ て 敵 城 に 入ろう と し た 。 尼子 軍 は それ に 気付 いて 、 地 下 を 掘り 0 だ し 、 こ 
こ に トン ネル 合戦 が 展開 され た と いう の で ある 。 


大 内 家 


防 長 の 名 門 ・ 大 内 は 南北 朝 時 代 か ら 続く 。 

数 えて 7 代目 の 義興 は 周防 ・ 長 門 ・ 石 見 ・ 安 芸 ・ 北 九州 の 豊前 ・ 往 前 に まで 夫 
力 を ふる う 大 大 名 で あっ た 。 

フラ ン シ ス コ ・ ザ ビエ ル が 市 教 の 拠点 に し た の が 山口 で あり 、 当 時 、 人 口 は 5 
万 人 いた と いう 。 加 えて 、 博 多 と いう 外国 と の 芝 易 港 を 持ち 、 山 口 は 「 西 の 京都 」 
と いわ れる ほど 栄華 を 誇っ も ちの で ある 。 

も ちろ ん 、 安 芸 の 小 朋 族 ・ 毛 利 元 就 も 大 内 の 第 下 に 入っ て いた 。 

その 後 、 義 届 の 子 ・ 義 隆 が あと を 継い だ が 、 尼 子 攻め に 失敗 し 、 学 問 や 芸能 に 
興味 を や もち だ し た 。 

これ に 業 を に や し た 家臣 の 陶 晴 綿 (スエ ハル カタ ) が 義隆 を 討ち 、 名 門 ・ 大 内 
は 廃絶 し た の で ある 。 

そう し て 、 大 内 に 思 の ある 毛利 が 陶 軍 と 対決 する に 至る の で ある 。 

陶 の 謀反 が な けれ ば 、 毛 利 の 版 図 は これ ほど に は 広がら な か っ た と いっ て る 過 
言 で は な い 。 


村上 水軍 


瀬戸 内 海 に 浮か ぶ 、 能 島 ・ 来 島 ・ 因 島 を 村上 三島 と 呼ぶ 。 

能 鳥 ・ 来 島 は 普通 の 地図 に は の っ て いな いか も し れ な いぼ ほど 小さ い 島 で ある 。 
いつ の 頃 か ら か 、 村 上 が 三 つ に 分 か れ 、 拠 を な し 、 四 国 の 河野 氏 の 配下 の も ご に 
活躍 し て いた 。 

この 三島 だ けが 村上 水軍 と いう の で は な く 、 無 敷 に ある ほとん どの 島 が 村上 水 
軍 の 配下 に あっ た の で ある 。 

総 土 4000 名 と いわ れる 村上 水軍 は 中 国 ・ 東 南ア ジア あたり を あら し まわ り 、 
ボル ト ガ ル の 鉄砲 伝来 以前 か ら 火 器 を 使っ て いた 。 瀬 戸 内 を 通る 舟 は 皆 、 彼 ら に 
通行 銭 を 払っ た と いう 。 

自ら を 「 海 賊 大 将軍 」 と 名 乗っ た 村上 は 、 や が て 毛利 と 手 を 組み 、800 そ う 
の 船団 を 作っ て 大 坂 湾 に 進行 し 、 織 田 軍 と 対決 し て いた 本 願 寺 救 援 に 向かう の で 
ある 。 

天才 軍略 家 ・ 信 長 が 本 願 寺 攻め に 十 年 あか か っ た の は 、 実 に 鈴木 作 由 と この 村 
上 水軍 に 邪魔 され た た めで ある 。 

投げ 爆弾 を 使い 、 織 田 軍 3 0 0 そう を 壊 減 さ せ た 村 上 水軍 は こと に 名 を は せ た 
の で ある 。 

し か し 、 そ こ は 信 長 、 大 砲 を 何 十 門 も 積ん だ 巨 船 を 作っ て 、 村 上 水軍 に 仕返し 
を する 。 


長宗 下部 元 親 


土佐 3 0 0 0 人 綿 の 衰 族 だ っ た 長宗 我 部 は 、5 0 0 0 貫 の 本 山 、5 0 0 0 中 の 安 
芸 、1 万 6000 貫 の 一 条 を 降ろ し 、 土 佐 一 国 を 統一 し た 。 

父 ・ 国 親 の あと を 継い だ 元夫 は 、 ま ず 、 阿 波 へ 侵 人 、 三 好 を 降ろ し 、 つ いで 、 
議 岐 に 侵 人 し 、 羽 床 を 破る 。 

あと は 、 伊予 の 河野 を 攻め る こと に あっ た が 、 伊 予 は 大 内 、 大 友 、 と いう 中 国 、 
九州 勢 が さか ん に 攻撃 を し か け て きた と ころ で 、 そ の うち 毛利 と 衝突 する こと と 


な る 。 
し か し 、1585 年 に は 四国 を 統一 し 、 野 望 を 遂げ た 。 


大 友 義 針 


九州 は 大 分 市 に 本 拠 を 置い た 大 友 義 針 は 、 若 くし て 父 の りあ と を 継ぎ 、 九 州 の 暴 
れん 坊 と し て 、 エ ネル ギ ッ シ ュ に 他国 を 攻め た 大 名 で ある 。 

豊後 、 肥 後 、 日 向 、 典 前 、 和 筑前 、 列 後 へ 、 更 に は 、 中 国 、 四 国 へ と 手 を の ば し 、 
毛利 氏 と も 争っ て いる 。 

この ゲー ム に も 登場 する 、 将 軍 へ の 貢 上 金 も 多 く (戦国 大 名 の 中 で も トッ プク 
ラス に 近い と 思わ れる ) 若く し て 九州 探題 職 に も 任 ぜ られ て いる 。 

鉄砲 伝来 が 九州 で あり 、 ポ ルト ガル な どの 外国 船 が 九州 に 多く 人 っ て きた た め 、 
早く か ら 鉄 砲 は いう に 及ば ず 、 大 砲 な ど を どん どん 使っ て いた らし い 。 (と いう 
わけ で 、 こ の ゲー ム に も 、 大 友 氏 だ け 大 砲 を 持た せま し た 。) 


第 十 章 陣 列 


ココ a ピコ CJ 
CJ ヒコ に 3 as | uu | 
ーー 
CJ (コロ ca CC 
し am ー 引 選 
魚 天 の 陣 寿行 の 陣 湾 月 の 陣 旬 細 の 陣 島 雲 の 陣 車 懸 り の 陣 


参考 まで に 、 日 本 古来 の 陣 法 に つい て 簡単 で す が 、 述 べ て お きま す 


災 「 蜂 矢 (ほう し ) の 陣 」 

小 軍 で も っ て 大 軍 に あたる と き に 用 いる 戦法 で 、 足 軽 を 矢 の 先 の 形 に 並べ 、 
侍 を 横 、 ま た は 終 一 文字 に 並べ ます 。 機 が 熟し た 時 に 足軽 は 左右 に 開き 、 侍 が 
前 に 出 ま す 。 


巡 「 湾 月 (わん げ つ ) の 陣 」 
円 を 半分 に 切っ た 形 を し て お り 、 味 方 が 圧倒 的 多数 の 場合 に 用 いら れ ま す 。 
中 陣 は 守勢 を 保ち 、 左右 両 陣 が 敵 を 挟撃 し ます 。 


祥 「 應 行 (が ん こう )〉 の 陣 」 

敵 の 側面 攻撃 に 用 いる 戦法 で 、 ち ょ うど 應 が 飛ん で いる よう な 形 を し て いま 
す 。 攻 撃 に も 退却 に も 用 いま すし 、 ま た 、 一 方 の 敵 を お さえ 、 他 方 の 敵 に 当 た 
る 時 に も 用 いら れ ま す 。 


穴 「 車 映 (くる ま が か り ) の 陣 」 


上 杉 謙 信 が 川中 島 で 武田 信玄 に 立ち 向かっ た 戦法 で 有名 で す 。 ち ょ うど 車輪 
の よう な 形 を し て お り 、 全 陣 が 車 の 輪 を 回 転 さ せ て いる よう な 形 に な っ て いっ 


き に 英 に 当たる 激しい 戦法 で す 。 


穴 「 鳥 細 (ちょ うう ん ) の 陣 」 
鍛 美 の 陣 を さか さま に し た 形 で 、 鳥 や 雲 に 似 て いる た め に 名 付け られ まし た 。 
山中 の 敵 で よく 用 いら れ ま す が 、 こ れ ま た 、 ば ら ば ら に な る 欠点 が あり ます 。 


「 鈴 異 (か く よ く ) の 陣 」 

武田 信玄 が 川中 島 で 上 杉 謙信 に 立ち 向かっ た 戦法 と され て いま す 。 谷 が 選 を 
の ば し た よう な 形 を し て お り 、 ロ ー マ 字 で いえ ば V の 字 で す 。 小説 や 映画 で よ 
く 用 いら れ 、 な じみ の 深い 戦法 で す 。 左右 の 両 陣 が 挟 軸 す る わけ で す が 、 中 陣 
を 破 ら れる と 、 ち り ぢ お り ば ら ば ら に な る 欠点 が あり ます 。 


ゲー ム の 更に 詳し い 数 人情 


1 、 個 々 の 戦闘 の 場合 リラ ンダ ム 数 値 の 確率 
駒 と 駒 が 隣接 し た と き の 戦 闘 計算 に よる 勝敗 判定 は 、 


攻 皿 力 + 地 形 +0 か ら 8 ま で の ラン ダム 数 値 に よる 合計 点 と 前 に 述べ まし た 
が 、 こ の ラン ダム 数 値 は サイ コロ と 一 緒 で す の で 、 出 目 の 悪 いと き は 、 い くら 


攻撃 力 数 値 が よく て も 負け る 場合 が あり ます 。 


と の ラン ダム 数 値 を 確率 か ら 見 て 見 る と 次 の よう に な り ま す 。 
その 前 に 、 攻 撃 力 + 地形 の 合計 点 を 仮に 「 得 点 値 」 と 呼び ます 。 


得点 値 が 同点 の 場合 

1 点差 で 負け て いる 場合 
2 点差 で 負け て いる 場合 
3 点差 で 負け て いる 場合 
4 点差 で 負け て いる 場合 
5 点差 で 負け て いる 場合 
6 点差 で 負け て いる 場合 
7 点差 で 負け て いる 場合 
8 点差 で 負け て いる 場合 


従っ て 、 一 方 の 得点 値 が 9 で 、 一 方 の 得点 値 が 1 の 場合 で も 、 前 者 の ラン ダ 
ム 数 値 が 0 で 、 後 者 の ラン ダム 数 値 が 8 の 場合 は 同点 と な り 、 再 度 、 サ イコ ロ 
を ふり ます の で (同点 の 場合 は 得点 値 を 無視 し ます ) 勝つ 確率 が 1 6 2 分 の 1 


ほど ある こと に な り ま す 。 


、 合 戦時 の 駒の 攻撃 力 分 配 方 法 
合戦 時 に 持っ て 行く 兵力 を 戦闘 時 の 各 駒 に 振り 分 ける 攻撃 力 の 差 と は 、 


勝つ 確率 
81/162 
64/162 
49/162 
36/162 
25 ノ 162 
16/162 
9/162 
4/162 
1/162 


例え ば 、1 00 の 兵力 を 敵 が も て きた と し ます 。 


これ を 合戦 時 に 将 9、 騎 馬 8 と いう よう に 分 配 し ます が 、 こ れ は 味方 兵力 と 


の 差 に より 、 駒 の 攻撃 力 に 優劣 を つけ て いま す 。 
この 比率 は 

1. 00 倍 一 1. 29 倍 
1. 30 倍 一 1. 79 倍 
1. 80 倍 一 2. 49 倍 
2. 50 倍 一 3. 49 倍 
3. 50 倍 以上 

と な っ て いま す 。 

敵 の 兵力 が 1 0 0 で 、 味 方 の 兵力 が 2 0 0 の 場合 は 、 

味方 持 9、 騎 馬 8、 鉄 砲 ・ 弓 6、 足 軽 7 

敵 将 7、 騎 馬 6、 鉄 砲 ・ 弓 4、 足 軽 5 

敵 の 兵力 が 1 00 で 、 味 方 の 兵力 が 1 5 0 の 場合 は 、 

味方 将 9、 騎 馬 8、 鉄 砲 ・ 弓 6、 足 軽 7 

敵 将 8、 騎 馬 7、 鉄 砲 ・ 弓 5、 足 軽 6 

と いう こと に な り ま す 。 

た だ し 、 士気 力 が 一 定 値 以 下 で す と 、 こ れ か ら 一 律 に マイ ナス 1 され ます 。 


也 虐 上 
I 


最後 に ゲー ム ・ デ ザイ ン ・ メ モ 


ゲー ム を され た 感じ は いか が で し た か ? 

ソフ ト プ ラ ン と し て は 、 精 いっ ぱい の も の を 詰め 込ん だ つも り で す が ・・・ 

「 信 玄 」 よ り は 多少 難し くし て いま す 。 (その ぶん だ け 、 お 客 様 の 方 も より 長 
い 間 楽し ん で いた だ ける の で は な いか と 思い ます 。) 

大 内 、 尼 子 が 比較 的 や さ し く 、 毛 利 、 村 上 の シナ リオ の 方 が いく ぶん 難し いか 
と 思い ます 。 あ と は 、 産 業 や 石 高 の 多い 所 を 早く 取る よう に する の が ゲー ム の こ 
つと いう こと に な り ま し ょ うか 。 

さて さて 、「 信 玄 」 で お 客 様 か ら た くさ ん の お 葉書 を いた だ きま し た 。 

ご 要望 の 多い 順に この ゲー ム に 取り 込ん だ つも り で す が 、 た だ ひと つ 、「 武 将 」 
が 死な な い の は お か し い 、 と いう の を 採用 し ませ ん で し た 。 

これ ば か り は は 最初 か ら そ うい う 設 定 の も と に 作っ た も の で 変更 で きま せん で し 
た 。 ご 了承 くだ さい 。 

次 作 は 中 国 も の に うつ り ま す が 、 次 次 作 で 再び 戦国 物 に 舞い 戻っ て こよ うか と 
思っ て いま す 。 

この と き に は 武将 に も 腹 を 切ら せよ うか と 思っ て いま す 。 北 は 伊達 か ら 南 は 鳥 
津 ま で 、 シ ナリ オ も 20 ぐ らい に し て 、 海 戦 る も あっ て 、 ヘ ックス も 小さ くし て 、 
新しい 合戦 方 法 を 取り 入れ て 、 軍 師 を 入れ て 、 ア イデ ム を 人 れ て 、 音 楽 も も っ と 
た くさ ん 入れ て ・・・ エ ト セ トラ 

と いう わけ で 、 今 後 も お 気付 き の 点 が あり まし た ら 、 ど ん どん ご 指摘 くだ さい 
ませ 。 





= ソフ ドブ ラン 株 式 会 社 
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